
大学生を対象にしたアサーティブネス・トレーニングにおける
「対等性」概念の理解・習得の検討
堀田美保ˎ1・本岡寛子ˎ2・大対香奈子ˎ3・直井愛里	1…ˎ4

Understanding and acquiring of “equality”  
in the assertiveness training for university students
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The purpose of this study is to examine how the university students increased their understanding about “equality” 
in communication, that is balanced respects for self and others, by participating in the assertiveness-training ʢATʣ. 
The descriptions in their reflection papers were analyzed.　The results show that, at relatively early stages of 

the training, they became to appreciate their own rights to express their feelings and requests. This suggests the 

effectiveness of AT to reduce over-adaptation tendency by encouraging self-expression. In addition, participants 

became to believe the possibility that the balanced respects for self and others could be achieved in everyday 

communication, by knowing some skills, such as reducing own request to a definite and concrete one. However, it 

is found that accepting the mutual differences in values, framing the problem they faced with balanced respects for 

self and others, and acknowledging self-responsibility for the problem were not fully acquired, and that the training 

program needs some improvements for the better understanding about “equality” in communication.
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�ɽ໰ɹ୊
本ߘの໨的͸，アサーティブネス・トレーニ
ングʢAssertiveness Training, ҎԼ，ATとུ͢ʣ
のաఔにおいて，アサーティブネスのத心的概
念Ͱ͋る，ؔ܎における「対等性」͕理解・習
得͞Εたのかを検討͢る͜とͰ͋るɽ·た，「ա
৒దԠ܏向」とؔ࿈ͮけͳ͕ら，現代のएऀに
とってのアサーティブネスの有ޮ性を୳るɽ

�ɹ͸͡Ίʹ�ʙେֶੜʹ͓͚Δʮա৒దԠ޲܏ʯ
大学΁のೖ学ʙ学生たͪ͸，डݧษڧから

のୡ੒͋ײるい͸解์ײ，͋るい͸「ΑΓҰา
から大ਓにͳる」というظ଴ײͳͲとと΋に，
༷ʑͳෆ҆ײを๊͑て学生生活を࢝Ίるɽத学
΍ߍߴͰのਓؒؔ܎のෳ͞ࡶ，൥͞ࡶ，ඍົ͞
ͳͲのݧܦをͪ࣋ͳ͕ら，クϥスというറΓの
ͳい，ډ৔ॴの͋い·いͳ大学΁とೖ学して͘
るɽい͘つかのڀݚͰࣔ͞ΕるΑうに，大学ೖ
学࣌，͋るい͸ͦのޙ΋Ҿ͖ଓ͖，キϟンύス
Ͱのࣗ෼の਎のஔ͖ํにਆܦを࢖う学生͸গ
ͳ͘ͳいɽߥ઒・٢田ʢ2�11ʣ͕指ఠ͢るΑう
に，大学Ͱ͸，ॴଐूஂをΈͣから໛ࡧ・֬保
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͢る͜と͕ٻΊらΕる৔ॴͰ͋Γ，ͦ͜Ͱ͸，
ଞऀとのؒにద੾ͳڑ཭をとΓͳ͕らۃ୺にࣗ
をաؒ࣌͝をർฐͤ͞る͜とͳ͘ूஂのதͰݾ
͢ज़を਎につけͳけΕ͹ͳらͳいɽͦの͜と
͕，学ۀをؚΊ大学生活のॆ࣮，͞らに͸ͦの
ೳ力の習得ૅجのஈ֊Ͱ͋るࣾձਓにඞཁͳ࣍
のՄ൱，おΑͼͦΕら学ͼの࣭を決ఆしてい͘
と考͑らΕるɽ
しかし，͜のΑうͳଞऀとのద੾ͳؔ܎をߏ
ங͢る͜と͸؆୯ͳ͜とͰ͸ͳいと͡ײている
学生͸গͳ͘ͳいΑうͩɽۙ೥の心理学ڀݚに
͸，大学生の「ͻとΓߦಈ」のճආ΍ڪΕにؔ
͢るใ͕͋ࠂるɽいる΂͖৔ॴと΍る΂͖͜と
͕໌֬Ͱ͋るतۀத΍ͦの前ޙ͸いい΋のの，
とۭؒ࣌Έといった，ࣗ༝ͳٳ΍おனؒ࣌Έٳ
ؒͰ͸，୭とԿを͢るのかにؾをݣっていると
いうɽたと͑͹，ߥ઒・٢田ʢ2�11ʣ΋「ͻと
Γ΅っͪͩとݟらΕた͘ͳい」たΊに，グルー
ϓͰன৯をとるという学生のଘࡏを֬かΊてお
Γ，「対ਓ的ૄ֎ײを͡ײている学生に͸૬ख
からڋ൱͞ΕてͻとΓにͳる͜とをڪΕ，ࣗ෼
のҙݟを表໌͢る͜とをආけ，ۃ୺に૬खにߦ
ಈをಉௐͤ͞る܏向ʢp.131ʣ」͕͋るͩΖうと
しているɽ
大ባ・٢田ʢ2���ʣ͸「୭かとҰॹにいͳけ

Ε͹ͳらͳい」と考͑るҙࣝを「ͻとΓ΅っͪ
ճආൣن」と໊ͮけ，͜のൣنに͖ͮج大学ೖ
学౰ॳにҰॹにա͢͝༑ਓグルーϓをݟつける
͜とͰ学ߍదԠߴ͕ײ·るとしているɽしか
し，தに͸，ͦの͕ؾ，ޙ߹Θͳいと͡ײて΋
グルーϓをൈける͜と͕Ͱ͖ͣに，ͦの͜とͰ
対ਓ׉藤͕ߴ·Γ，学ߍదԠײを௿Լͤ͞てい
るՄೳ性を指ఠしているɽ͕ڥ؀มΘった౰ॳ
͸，ଞऀの໨をؾにした「ͻとΓ΅っͪճආ」
͸ҰݟదԠ的に͑ݟる͕，௕ظ的に͸ݥةҼ子
とͳるՄೳ性をؚΜͰいるɽ
͜のΑうに，पғにͲうࢥΘΕるのかを·
ͣ༏ઌͤ͞，ࣗݾのײ৘΍ཁٻをޙճしにして
いるঢ়態͸，「ͻとΓߦಈ」ճආにとͲ·らͣ，
大学生，͋るい͸ΑΓ͘޿，現代のएऀの対ਓ
向とҐஔ෇けら܏のதͰΈらΕるҰൠ的܎ؔ
Ε，「ա৒దԠ܏向」とݺ͹Εているɽपғか
らのཁٻ΍ظ଴，ධՁにաහͰ͋Γ，ࣗ෼ࣗ਎
のཉٻを抑ѹしてͰ΋ͦΕらにԠ͑Αうと͢る
向を指͢ɽ܏
ਫᖒʢ2�14ʣにΑると，ա৒దԠと͸「ࣾձ

的・文化的దԠͰ͋る֎的దԠ͕ա৒ͳたΊ，
心理的దԠͰ͋る಺的దԠ͕ࠔ೉にؕΓόϥン
ス่͕Εたঢ়態ʢp.25ʣ」と͞Εるɽ石௡・҆
保ʢ2���ʣ͸，ա৒దԠ܏向をଌఆ͢るई౓を

5BCMF��ɹա৒దԠ޲܏ͱΞαーςΟϒωε

ա৒దԠ܏向
アサーティブネスにおけるଊ͑ํ

෼ྨ ԼҐई౓ ಺容

֎的
దԠ

ଞऀ഑ྀ

૬खのͪ࣋ؾ΍ཁٻを考͑る ଞऀଚॏ

ࣗ෼ΑΓ૬खを༏ઌ͢る
ଚॏのܽ೗ݾࣗ
を੣࣮にೝΊていٻ৘・ཁײのݾࣗ　
ͳい

଴にఴう౒力ظ ுるؤ଴にԠ͑Αうとແ理をして΋ظ ଚॏのܽ೗ݾࣗ
　ࣗ෼と૬खのڥ界ઢ͕Ҿけていͳい

ਓからΑ͘
ٻΘΕたいཉࢥ ΘΕた͘ͳいݏ

ଚॏのܽ೗ݾࣗ
てて࣋信པ͕ݾࣗͮ͘جධՁにݾࣗ　
いͳい

಺的
దԠ

抑੍ݾࣗ ࣗ෼のͪ࣋ؾ΍ཁٻをޱにग़͞ͳい
ଚॏのܽ೗ݾࣗ
　ࣗ෼の表現のݖརを࢖ߦͰ͖ていͳ
い

ෆશݾࣗ ࣗ信͕ͳい ଚॏのܽ೗ݾࣗ
信པ͕ஙけていͳいݾࣗ　
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଄を֬ೝしているɽTable 1 のߏ੒し，ͦの࡞
෦にͦΕらを؆୯にࣔしたࠨ
֎的దԠと͸，ଞऀ，͋るい͸ࣾ͘޿ձ的・

文化的ൣنからٻΊらΕる͜とに߹Θͤてい͜
うと͢る܏向Ͱ͋Γ，ଞऀのཉٻをؾにかけ，
ਓからΑ͘ࢥΘΕたい，ଞऀのظ଴にఴいたい
といったಈػ΍ͦΕにߦͮ͘جಈͰ͋るɽ΋し
ͦのߦಈ͕ࣗ෼ࣗ਎の಺からのཁٻとໃ६͢
る，͋るい͸ζレ͕͋ると͖に͸，֎からのཁ
に֖をして抑ٻ΍ཁͪ࣋ؾを༏ઌͤࣗ͞෼のٻ
ѹ͢るɽͦの結Ռ௿いࣗݾධՁつ·Γ「ࣗݾෆ
શ」ঢ়態とͳるɽ͋るい͸，ࣗݾෆશͰ͋るた
Ίに，ଞऀを༏ઌͤ͞てし·うというՄೳ性΋
͋るͩΖうɽ
͜のΑうͳա৒దԠ܏向について，ਫᖒ

ʢ2�14ʣ͸，͞らͳる検討͕ඞཁとしͳ͕ら΋，
ࣾձਓΑΓ΋大学Ͱͦの܏向͸ߴいとしてい
るɽա৒దԠ܏向のߴいऀ͸表໘的ʢࣾձ的ʣ
にదԠしているΑうに͑ݟる͕，抑うつײͳͲ
の಺໘的ʢ心理的ʣͳෆ҆ఆ͕͋͞るঢ়態と͞
ΕておΓʢࢁ田，2�1�ʣ，໌る͘࿨΍かに，ָ
しͦうに͑ݟる学生のதに，ݟた໨Ҏ্のෆຬ
΍׉藤͕જΜͰいるとࢥΘΕるɽ͜のΑうͳ஌
͜，஝ੵ͞Εるத，現代のएऀのෆదԠ͸͕ݟ
のա৒దԠ܏向という視点から検討͢るඞཁ
性͕এ͑らΕているʢたと͑͹，஛୺・ࠤ੉，
2�15ʣɽ

�ɹ�ա৒దԠ޲܏௿ݮͷಓ۩ͱͯ͠ͷΞαー
ςΟϒωε�ʙʮࣗݾଚॏʯͱʮଞऀଚॏʯ
ͷόϥϯε
͜ういったա৒దԠ܏向を௿ͤ͞ݮるたΊに
有ޮと考͑らΕるのかアサーティブネスの習得
Ͱ͋るɽアサーティブネスと͸，「ࣗ෼のཁٻ
΍ҙײ，ݟ৘を，཰直に表現し，ଞऀと対等ͳ
ଚॏݖओு」Ͱ͋Γ，ਓݾをங͘たΊのࣗ܎ؔ
を౔୆としたίϛϡニέーシϣンにؔ͢るスタ
ンスとスキルの૯ମを指͢ɽアサーティブネス
の習得をͲのΑうに考͑るのかについて，堀田
ʢ2�13ʣ͸，૬खとの「対等性」の習得をத֩
にお͘͜とをओுしているɽアサーティブͰ͋
るという͜と͸，ࣗݾのײ৘΍ҙݟ・ཁٻをଚ

ॏし，ͦΕを੣࣮，཰直に఻͑る͜とͰ͋るɽ
たͩし，͋͘·Ͱ，૬खの考͑΍ҙݟ΋ଚॏ͢
るといったଆ໘͕൐ったࣗݾ表現ͰͳけΕ͹
ͳらͳいʢAlberti &　Emmons, 2���; 用দ・ࡔ
த , 2��4; ੁপ , 2���ʣɽつ·Γ͸，ࣗݾଚॏと
ଞऀଚॏのόϥンス͕「対等性」Ͱ͋Γ，ͦの
ୡ੒を໨指͢の͕アサーティブネスͰ͋るɽ
ઌड़したա৒దԠ܏向の֤ߏ੒ཁૉ͕ア

サーティブネスͰ͸ͲのΑうにとら͑らΕるか
を Table 1 のӈଆにՃ͑たɽա৒దԠ܏向のう
ͪ，΄とΜͲ͸，ࣗݾଚॏのܽ೗として考͑ら
Εるɽ͜のΑうにվΊて対Ԡؔ܎をΈると，ࣗ
をଚॏ͢るίϛϡニέーシϣンの習得を໨指ݾ
͢アサーティブネス͸ա৒దԠの抑੍΍༧๷に
大いに໾ཱつとظ଴͞Εるɽ͞らに，ա৒దԠ
΍ཁͪ࣋ؾ向の「ଞऀ഑ྀ」のうͪ，૬खの܏
を考͑るという点͸，アサーティブネスにおٻ
いて「ଞऀଚॏ」のͻとつとして૊Έࠐ·Εて
いるɽアサーティブネス͸，૬खのͪ࣋ؾ΍ཁ
ओு͢る͜とを໨指͢ɽつݾをଚॏしつつࣗٻ
·Γ͸，ࣗݾとଞऀのଚॏを 的Ͱ͸ͳݩ࣍1
と「ଚॏݾࣗ」，的にとら͑ておΓݩ࣍2，͘
「ଞऀଚॏ」のόϥンス͕とΕたঢ়態，͢ͳΘ
ͪ「対等性」を໨指͢ɽӹ子ʢ2�13ʣ͕指ఠ͢
るΑうに，֎的దԠと಺的దԠを 的にとݩ࣍1
ら͑ているݶΓ，ա৒దԠの௿ݮ͸ࠔ೉Ͱ͋
るɽࣗݾଚॏとଞऀଚॏの྆ऀを໨指͢対等性
の習得͸，ͦのҙຯͰա৒దԠ܏向を௿ͤ͞ݮ
るՄೳ性͕͋るとظ଴Ͱ͖るɽ
Ͱ͸，ͦのΑうͳ「対等性」をίϛϡニ
έーシϣンのதͰ࣮現͢るたΊの۩ମ的ͳํ
法と͸ͲのΑうͳ΋のͩΖうかɽ堀田ʢ2�15ʣ
͸，ATのトレーφー͕アサーティブネスにお
ける「対等性」をͲのΑうに理解しているのか
について໘઀ௐࠪをߦう͜とͰ，ͦ͜Ͱの語Γ
から，アサーティブネスͰ໨指͞Εる΂͖「対
等性」と͸Կか，۩ମ的ཁૉのநग़をࢼΈてい
るɽͦの結Ռ，「対等性」のཁૉとして，「ࣗݾ
ೝࣝ」「対等΁のҙࢥ」「問題のフレーϛング」
「఻͑る಺容」「఻͑ํ」にؔΘる΋の͕得らΕ
たʢTable 2ʣɽ
につܸ߈と͸，૬ख΁の「ೝࣝݾࣗ」，ͣ·
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ͳ͕ΓかͶͳいଆ໘͕ࣗݾのதに͋る͜とのؾ
͖ͮと言͑るɽ「૬खに対してࣗ෼͕力を࣋っ
ている」͋るい͸「ࢥいࠐΈ΍ภݟを๊いてお
Γ，ͦの͜とにΑって૬खに対してネΨティブ
ͳධՁをԼ͢Մೳ性͋る」といったೝࣝͰ͋
るɽͦΕとಉ࣌に，ࣗݾ信པといったཁૉに΋
言͞ٴΕておΓ，前ड़のࣗݾのෆ׬શ͞をೝࣝ
した্Ͱのࣗݾड容Ͱ͋Γ，όϥンスのとΕた
ೝࣝと言͑るɽݾࣗ
܎と͸，૬खとのؔ「ࢥ対等΁のҙ」，に࣍

において対等Ͱ͋Ζうという࢟੎͋るい͸ҙࢤ
にؔ͢るཁૉͰ͋るɽ「Լから্」という文຺
と「্からԼ」という文຺の 2ํ向͕考͑ら
Ε，1つ͸，૬खを「্」と͡ײるࡍに૬खΑ
Γ΋ࣗ෼を௿͘Ґஔͮけてし·い૬खに఻͑ら
Εͳい͋るい͸఻͑Αうとしͳい৔߹Ͱ͋るɽ
ա৒దԠにおけるࣗݾ抑੍に͋たるɽͦのΑう

ͳঢ়گにおいてࣗ෼に΋૬खに఻͑るݖར͕͋
る͜とをҙࣝし，༐ؾを΋って఻͑てΈΑうと
͢る࢟੎Ͱ͋るɽଞํ͸，૬खΑΓ΋ࣗ෼をߴ
͘Ґஔͮけている৔߹Ͱ͋Γ，૬खのೳ力をධ
Ձ͢る，૬खにࣖを܏ける，૬खのൃ言をଅ͢
といった，ࣗらԼに߱ΓΑうと͢る࢟੎Ͱ͋
るɽ
第 3に，「問題のフレーϛング」Ͱ͋るɽ「問
題」をͲのΑうにଊ͑るかにؔΘる「対等性」
のཁૉͰ͋るɽ現ࡏのঢ়態にෆຬ΍問題͕͋る
と͡ײている͕，ͦのࡍのίϛϡニέーシϣン
の໨的を͋͘·Ͱ問題解決にஔ͖，૬खをඇ೉
したΓ，ܸ߈したΓしͳい͜とͰ͋るɽ「૬ख
͕͢る・しͳい͜と͕問題ͩ」「૬ख͕͢る・
しͳいから問題にͳっている」ͳͲ，Ұํ的に
૬ख͕問題のݪҼ͋るい͸Ճऀ֐Ͱ͋Γ，ࣗ෼
͸ඃͩऀ֐と࿮ͮけてし·Θͳい͜とͰ͋るɽ

5BCMF��ɹΞαーςΟϒωεʹ͓͚Δʮର౳ੑʯཁૉˎ�

カテΰリー 概ཁ

ೝࣝݾࣗ
的ଆ໘の೺Ѳܸ߈のݾࣗ ૬ख΁のܸ߈のՄೳ性，ภݟ，力͕ࣗ෼に͋るというೝࣝ

信པݾࣗ ड容ݾࣗ，のΑうͳ෦෼΋ؚΊたه্

対等΁のҙࢥ

対等΁のࢤ向 対等Ͱ͋Ζうというҙࢥ，͋Γたいというئい

Լから ม化΁の༐ؾ ࣗ෼の表現のݖརをҙࣝし，఻͑てΈる༐ؾ

্から

ม化΁の༐ؾ ࣗ෼͕มΘる͜と΁の༐ؾ

ௌ͘決心 ࣗ෼の力を֮ࣗし，૬खの言い෼を͖͘決心

૬ख΁の信པ ૬खの力，Մೳ性΁の信པ

問題の
フレーϛング

問題解決ࢤ向 ૬ख΁のඇ೉Ͱ͸ͳ͘，問題の解決΁のয点

問題との向͖߹いํ ඇޮ཰Ͱ͋Γ，೾෩͕たつ͕，͋͑てऔΓ্͛る͜と

ҧいのଚॏ Ձ஋؍・考͑ํのҧいのଚॏとड容

૬ख΁のඇ೉の抑੍ ඃऀ֐からおΓ，؍٬的ͳ事࣮をたてる͜と

աڈのࣗݾ੹೚ 問題΁の͜Ε·Ͱのࣗ෼の੹೚΁の言ٴ

কདྷのࣗݾ੹೚ 問題΁の͜Εからのࣗ෼の੹೚΁の言ٴ

఻͑る಺容

૬ख΁の഑ྀ ૬खの事৘の理解΍ँײ΁の言ٴ

։ࣔݾࣗ ࣗ෼の੣࣮ͳͪ࣋ؾの表現

ͦのޙのؔ܎性 ٴ๬΁の言ر性΁の܎のؔޙࠓ

఻͑ํ
ൃ言の量 ࿩͢量，ௌ͘量，੠の大͖͞ͳͲ

Ϙディϥンήーδ ख଍のಈ͖ͳͲ，͞ߴ੎，視ઢ，໨の࢟
ˎ1 堀田ʢ2�15ʣに࡞͖ͮج੒
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૬खͩけͰ͸ͳࣗ͘෼ࣗ਎΋໨の前の問題にԿ
らかのܗͰ͜Ε·ͰؔΘって͖た͜とを֮ࣗ͢
る͜と，͞らにޙࠓ૒ํ͕ڠ力してঢ়گをվળ
してい͜うとަব͢る͜と，つ·Γ͸ࣗ෼と૬
खのํ͡ײ΍考͑ํのҧいをଚॏしつつ，ͦΕ
に向かって૬खとڠಇしてい͜うと͢る࢟੎Ͱ
͋るɽ問題解決におけるࣗ෼の੹೚෦෼を໌֬
にし，ࣗ෼΋問題にԠ౴してい͜うとओମ的に
ؔΘってい͘͜とͰ͋Γ，ඃ͋ऀ֐るい͸෦֎
ऀとしてのࣗݾのҐஔͮけからの୤ٻ͘ڧ٫͕
ΊらΕているɽ
第 4に，「఻͑る಺容」における「対等性」

Ͱ͋るɽҎ্の 3つのスタンスにͮ͘جͳら
͹，૬ख΁のメοηーδのதにؚ·Εる͜と͕
๬·しいཁૉͰ͋るɽ૬ख΁の഑ྀʢたと͑
͹，૬ख΋大มͳঢ়گͰ͋る͜との理解΍૬ख
΋つらいͪ࣋ؾͰいる͜との理解ʣ，ࣗݾ։ࣔ
ʢたと͑͹，「ࣗ෼͕ਖ਼直ࠔっている」という͜
と΍「࣮͸ؾにͳっていた͕言͑ͳかった」ͳ
Ͳ，ࣗ෼のײ৘΍ࣗ෼͕͜Ε·ͰӅしていた事
৘ͳͲを఻͑る͜とʣ，ޙࠓのؔ܎についての
言ٴʢ「ࠓ౓΋Ұॹに΍ってい͖たい」「ԿかΘ
からͳけΕ͹いつͰ΋ਘͶて΄しい」ͳͲࠓ౓
のڠಇ的ؔ܎を๬ΜͰいる͜との表໌ʣͳͲͰ
͋るɽ
ͦして，ޙ࠷に，「఻͑ํ」における「対等

性」Ͱ͋Γ，࠷΋スキル的ͳ෦෼Ͱ͋るɽたと
͑͹，ൃ言の量΍੠の大͖͞という点Ͱ૬खと
のόϥンスをとΓ，ࣗݾ信པ΍対等΁のҙࢥを
ϘディϥンήーδͰࣔ͢͜とʢたと͑͹，എے
を৳͹͢，૬खの໨を·っ͙͢ݟる，੠を͛ߥ
ͳい，Җѹ的ͳ態౓をしͳいͳͲʣͰ͋るɽ
アサーティブネスにおける͜Εらのཁૉを
を考͑，૬ٻ΍ཁͪ࣋ؾると，୯に，૬खのݟ

खを༏ઌ͢るというܗҎ֎に΋，ίϛϡニέー
シϣンにおいてଞऀをଚॏͰ͖るՄೳ性͕͑ݟ
て͘るɽͦのҙຯͰ，ա৒దԠ܏向における่
Εた಺֎దԠのόϥンスをमਖ਼・վળ͢るたΊ
のಓ۩としてのアサーティブネスの有ޮ性͕ݟ
͑て͘るɽ
ͦ͜Ͱ，࣮ࡍに学生を対象としてアサー
ティブネスの習得を໨指͢トレーニングをߦ
い，·ͣ͸「対等性」というཁૉ͕Ͳのఔ౓理
解͞Ε，習得͞Εる΋のͳのかを検討͢る͜と
としたɽҎԼ，ͦのトレーニング・ϓϩグϥϜ
のઆ໌をしたޙに，ͦ͜Ͱ得らΕたࢀՃऀから
の言語的データの෼ੳ結Ռをใ͢ࠂるɽ「対等
性」の学ͼの検ূをߦい，ա৒దԠ܏向の௿ݮ
にとってのՄೳ性を考察͢るとಉ࣌に，ޙࠓの
ϓϩグϥϜվળのたΊに考ྀ͢΂͖問題点をந
ग़したいɽ 

�ɹ࣮̩̖ͨ͠ࢪͷ಺༰
๯಄ͰΈた大学生における対ਓؔ܎の問題
について，ઌڀݚߦͰࣔ͞Εているのとಉ༷の
༷子͸，学生とのձ࿩΍学生ಉ࢜のίϛϡニ
έーシϣンをݟるதͰ，೔ʑ͡ײる͜とͰ͋っ
たɽ͜ういった現ঢ়に対して，චऀら 4໊のڭ
һͰ，対ਓؔ܎における問題΁の対ॲ力，解決
力といったҙຯͰのίϛϡニέーシϣン力をߴ
ΊるたΊに，「ίϛϡニέーシϣン心理学࣮習」
という 15िؒの࣮習Պ໨をたͪ͋͛，ͦのத
に ATを૊ΈࠐΜͩʢTable 3ʣɽतۀのྲྀΕと
して͸，ि͕ਐΉにつΕてΑΓࣗ෼の問題に向
͖߹う͜と͕ٻΊらΕるΑうͳϓϩグϥϜ഑ஔ
とͳっているɽ本ߘͰѻうの͸，4ίマ෼Ͱ࣮
したࢪ ATのޮՌͰ͋Γ，特に「対等性」にؔ
͢る学ͼについての෼ੳͰ͋るɽ

5BCMF��ɹʮίϛϡχέーγϣϯ࣮शʯͷ֓ཁ
ि ϓϩグϥϜ ૂい

1 Ψイμンス 本ٛߨの概ཁ，डߨの心͑ߏを஌る
2ʙ 4 チーϜ・Ϗルディング डߨ生ಉࢤͰのؔͮ͘܎Γを࣮ફ͢る
5ʙ 7 ιーシϟル・スキル・トレーニング ͢ࢼ，本的ͳฉ͖ํ，࿩しํを学ͼج
�ʙ 11 アサーティブネス・トレーニング ࣗ෼のࢥいを఻͑る࢟੎と技法を学ͼ，͢ࢼ
12ʙ 15 問題解決療法ϓϩグϥϜ 問題のとら͑ํと解決技法を学ͼ，͢ࢼ
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4 ճのतۀͰ͸，前൒の 2ճͰアサーティブ
ネスのૅجを学ͼͳ͕ら，ϩールϓレイのたΊ
の४උをߦい，࠷ऴिͰ，3ʙ 4໊の小グルー
ϓͰ，ͦのうͪのҰਓの՝題を࢖って，ϩー
ルϓレイをମ͢ݧるというྲྀΕとͳっているɽ
Table 4 に 4ճのतۀの಺容と，तޙۀの「ৼ
ΓฦΓ՝題」の಺容をࣔ͢ɽ

ୈ �ճ֓ཁɿॳճͰ͸ɼ·ͣΞαーςΟϒ
ͳίϛϡχέーγϣϯͱ͸ͲͷΑ͏ͳ΋ͷͰ͋
Δͷ͔ɼԿ͕ͲͷΑ͏ʹ͑ݴΔ͜ͱͳͷ͔ʹͭ
͍ͯ৘ใఏ͠ڙͳ͕Βɼಉ࣌ʹɼडߨੜʹࣗΒ
ͷ೔ࠒͷίϛϡχέーγϣϯͷৼΓฦΓΛͬߦ
ͯ΋Β͏ɽ
๯಄Ͱ，大࿮としてアサーティブネスと͸

「ࣗଞଚॏ」のίϛϡニέーシϣンを໨指͢΋

5BCMF��ɹ࣮5"ͨ͠ࢪͷ֓ཁ
ճ ಺容 तۀ಺ワーク ཌि·ͰのৼΓฦΓ՝題

第
1
回

アサーティブネスの大࿮
Կを఻͑る͜とか ࣗ෼のίϛϡニέーシϣンのৼ

ΓฦΓ
ࣗ෼のίϛϡニέーシϣンを
ৼΓฦってΈてͮؾいた͜
と，考͑た͜とˎ1

Ͳう఻͑る͜とか ʙ Ұൠ的ͳίϛϡ
ニέーシϣン・ύターンʢCP:ܸ߈
ʣとのൺֱからܕ࡞ૢ，ܕडಈ，ܕ

ࣗ෼の೔ࠒの CPのৼΓฦΓ

事ྫにΑるܕܸ߈，डಈܕ，ૢ
のϩールϓレイܕ࡞

ϩールϓレイをしてͮؾいた
͜と，考͑た͜とˎ1

アサーティブネスのҐஔͮけ
アサーティブネスのޮՌ

第
2
回

アサーティブネスのྺ࢙
アサーティブネスのݖར のબ「རݖスペシϟル」のࢲ

୒，࡞੒
ࣗ෼͕大੾にしたいݖརをબ
ͼ，࡞って，఻͑てͮؾいた
͜と，考͑た͜とݖརのએ言

ʢϩールϓレイの४උを݉Ͷてʣ
੒࡞རに൐う੹೚のݖ

アサーティブに఻͑たい͜と ࣗ෼の՝題ͩし ग़した՝題について，ͳͥͦ
Ε͕఻͑に͘いのか理༝を考
͑る

第
3
回

アサーティブネスのスタンス
Կを఻͑るのかの੔理 ࣗ෼の՝題の੔理 ՝題੔理をしてͮؾいた͜

と，考͑た͜と
ϩールϓレイのҙٛ
Ͳう఻͑るかの঺介
ϩールϓレイのデモンストレーシϣン
ᶃ　「վΊて఻͑てΈる」՝題

フィーυόοク デモをΈてͮؾいた͜と，考
͑た͜と

第
4
回

ϩールϓレイのデモンストレーシϣン
ᶄ　「ͦの৔Ͱ఻͑てΈる」՝題

フィーυόοク

小グルーϓͰのϩールϓレイ 代表ऀの事ྫを࢖ってのϩール
ϓレイ

ϩールϓレイをしてͮؾいた
͜と，考͑た͜と

アサーティブネスとࣗݾ信པ ࣗ෼の௕ॴのॻ͖ग़し
アサーティブに΄Ίる・΄ΊらΕる 小グルーϓͰのϩールϓレイ
·とΊ 4ճのײ૝

ˎ 的౎߹にΑΓ，第ؒ࣌ 　1 1ճ໨に༧ఆしていたৼΓฦΓ͸࣮ࢪしͳかったたΊ，෼ੳ͸第 2ճ໨Ҏ߱のৼ
ΓฦΓを෼ੳした
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のͰ͋る͜とをڧௐ͢るɽԿ͕Ͱ͖る，という
෦෼Ͱ͸，たと͑͹「ࣗ෼のͪ࣋ؾをద੾に
表現Ͱ͖る」「཰直にࣗ෼のཁٻを఻͑る͜と
͕Ͱ͖る」「ݐઃ的ͳ൷൑を͢る͜と͕Ͱ͖る」
ͳͲ 16߲໨からͳるチΣοクリストにΑΓ，
現࣌点Ͱࣗ෼の得ҙ・ෆ得ҙͳ෦෼を֬ೝͤ͞
るɽ͜ういったৼΓฦΓについて͸，言語化͢
る͜とͰ，ࣗ෼ࣗ਎Ͱの੔理をਐΊ，かつ，ޓ
いに問題をڞ有͢る͋るい͸ҧいを஌る，とい
う͜とを໨的として，ݸਓワークのޙに͸，ペ
アー͋るい͸ 3ਓ૊Ͱのワーク，ͦして，クϥ
スશମͰのシΣアーというྲྀΕをج本としてい
るɽ
͞らに，アサーティブͰ͸ͳい೔ৗͰΑ͋͘
るίϛϡニέーシϣン・ύターンʢCPʣとし
て，ܕܸ߈ʢࣗ෼のํ͡ײ΍考͑ํ͸ਖ਼しいと
いう前ఏͰ૬खをଚॏ͢る͜とͳ͘，ࣗ෼のཁ
ݾʢࣗܕ΍ఏҊをԡし௨ͦうと͢るʣ，डಈٻ
൰Լをして，ࣗ෼の考͑ํ΍ํ͡ײを表໌͢る
͜とͳ͘，ෆ本ҙͰ͋って΋૬खのҙݟ΍ཁٻ
にैうʣ，ૢܕ࡞ʢ言༿Ͱ͸ͳ͘，態౓΍ൽ೑，
͋るい͸第ऀࡾをར用しͳ͕ら，ࣗ෼のํ͡ײ
΍考͑ํをؒ઀的に఻͑，૬खをಈかͦうと͢
るʣを঺介し，ࣗ෼͕೔͝Ζ୭にͲのΑうͳύ
ターンを࢖っているのかをৼΓฦって΋らうɽ
͜の 4ճの ATの࠷ऴ໨ඪ͸，小グルーϓͰ

のϩールϓレイの࣮ࢪに͋る͕，ͦΕに向け
て「ձ࿩をԋ͡てΈる」͜とにஈ֊的に׳Εる
͜とをૂい，Սۭ事ྫをఏࣔし，ܕܸ߈，डಈ
Ͱ͋Ε͹，ͲのΑうͳձ࿩にͳΓͦܕ࡞ૢ，ܕ
うか，小グルーϓͰ୹い「ܶ」を૑࡞して，ߦ
ҝऀʢ本ਓʣ，૬ख໾，ਐߦ໾をަ代しͳ͕ら
ൃ表をして΋らうɽ
に，͜Εらޙ࠷ 3つのύターンをࣗݾଚॏ・

ଞऀଚॏの࣠にҐஔͮけ，ࣗଞと΋にଚॏ͢る
ύターンとして，アサーティブネスをҐஔͮけ
るɽ·た，ͦのΑうͳίϛϡニέーシϣンに
Αって，ͲのΑうͳޮՌ͕΋たら͞Εるのかに
ついて঺介͢るɽ
ͳお，ৼΓฦΓについてे෼ͳઆ໌を͢る࣌
͕ؒとΕͳかったたΊ，第 1ճについて͸，༧
ఆしていたৼΓฦΓ͸՝͞ͳかったɽ

ɹୈ �ճ֓ཁɿΞαーςΟϒωεͷத֩ʹ͋
Δʮࣗଞଚॏʯ͕Ͳ͔͜Βདྷ͍ͯΔͷ͔ɼͦ͠
ͯͦΕ͕ͲͷΑ͏ͳ۩ମతͳܗͰཧ論ʹ੝Γࠐ
·Ε͍ͯΔͷ͔ʹ͍ͭͯͷཧղ͕ୈ �ճͷ໨
ඪͰ͋Γɼͦͷجຊ࢟੎Λ౿·͑ͯɼޙ൒ͷε
ΩϧトϨーχϯά΁ͷ४උΛ͏ߦɽ
前ճのतۀ಺容についての؆୯ͳৼΓฦΓの
を，心理学࢙アサーティブネスのൃలのྺ，ޙ
，の大͖ͳྲྀΕのதにҐஔͮけるɽ͜の点͸࢙
Ұൠの࠲ߨͰ͸͋·Γ৮Εる͜と͸ͳい෦෼Ͱ
͋Γ，「心理学ઐ߈のतۀՊ໨」としての本ϓ
ϩグϥϜの特徴と΋言͑るɽ୯ͳるίϛϡニ
έーシϣンスキルの習得ͩけͰ͸ͳ͘，心理学
の理論と࣮ફのؔ࿈性についての学ͼ΋ॏཁͳ
ཁૉͰ͋るɽ
，རを঺介しݖに，アサーティブネスの࣍

「ҙݟ΍ײ৘を࣋つݖར」「ͦΕらを表現͢るݖ
ར」͕ج本的ਓݖͰ͋る͜とを֬ೝしたޙ，֤
ࣗ，ࣗ෼の೔͝Ζの生活のதの۩ମ的ͳ文຺Ͱ
ͦΕらのݖརについて考͑るワークをߦって΋
らうɽ「スペシϟルݖར」とশして，ఏࣔした
にೖった΋の，大੾にしؾརのதからࣗ෼͕ݖ
たいとࢥう΋のをબ୒͋るい͸ಠࣗに࡞੒して
΋らい，ͦΕをडߨ生ಉࢤͰ঺介し͋うɽͦの
རに൐う「੹೚」について΋考ݖΕらのͦ，ޙ
͑て΋らうɽ
͑·རを౿ݖに，アサーティブネスのޙ࠷
たう͑Ͱ，ཌिからのスキルの࿅習に࢖う，֤
ࣗのίϛϡニέーシϣン՝題をリストアοϓし
て΋らうɽ現ࡏ，఻͑たい͕఻͑らΕてͳい͜
と，఻͑てΈた͕う·͘いかͳかった͜と，ͳ
ͲͰ͋るɽޙ࠷に，͜Εらのうͪから，࿅習に
いたい΋のを࢖ 1つબΜͰ΋らうɽ
ৼΓฦΓ՝題͸，ݖརの࡞੒・表現をしてؾ
ͮいた͜と，考͑た͜とと，՝題としてग़した
ࣗ෼の事ྫについて「఻͑に͘い」「఻Θらͳ
い」の͸ͲΜͳ点からか，の 2つͰ͋るɽ

ɹୈ �ճ֓ཁɿΞαーςΟϒωεͷεΩϧΛ
ࣗ෼΍ଞͷडߨੜͷ՝୊Λ͍࢖ͳ͕Βɼͯ͠ࢼ
ΈΔɽʮ఻͑Δલʯ͓Αͼʮ఻͑ΔࡍʯͷεΩ
ϧΛॱʹֶͼɼ࠷ऴճͷϩーϧϓϨΠ΁ͷ४උ
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Λ͏ߦɽ
ऴिのϩールϓレイに向けて，ԿをͲう఻࠷
͑るのかを考͑て΋らうɽ·ͣ͸，「Կを」と
いう͜とͰ，「事࣮」「ײ৘」「ཁٻ・ఏҊ」と
いう 3つの߲໨にԊって，੔理͢るϙイントを
఻͑，֤ࣗの՝題の੔理にऔΓ૊Ήɽ؍٬的ͳ
「事࣮」のཱてํ，「ײ৘」の言語化のํ࢓，۩
ମ的かつ現࣮的ͳ「ཁٻ・ఏҊ」のग़しํを学
Ϳɽ
生の՝題からҰつをબͼ，ϩーߨに，ड࣍
ルϓレイのデモンストレーシϣンをߦうɽ「Ͳ
う」఻͑るのか，఻͑ํのϙイントを঺介して
い͘ɽ「的をし΅る」「ཱͪ໭る」「ͪ࣋ؾの言
༿をೖΕる」「Ϙディϥンήーδにؾを෇ける」
「૬ख΁の理解をࣔ͢」といった 5つのϙイン
トにՃ͑，「ձ࿩をऴྃͤ͞る」「代ସҊをఏࣔ
͢る」「ڥ界ઢをҾ͘」ͳͲ΋దٓ఻͑てい͘ɽ
഑෼から，デモをؒ࣌ճ͸ࠓ 2ճߦう͜ととし
て，第 3ճͰ͸，「վΊて૬खにͪ࣋ؾを఻͑，
ཁٻ・ఏҊを఻͑る」ϩールϓレイと，第 4ճ
Ͱ「ͦの৔Ͱཁٻ・ఏҊを఻͑る」のϩールϓ
レイをߦったɽ
ৼΓฦΓ՝題͸，՝題の੔理をしてΈて考͑
た͜とと，デモをݟてのײ૝の 2つͰ͋るɽ

ɹୈ �ճ֓ཁɿ࠶౓ϩーϧϓϨΠͷσϞΛݟ
ͨ͏͑ͰɼখάϧーϓͰͷϩーϧϓϨΠΛݧܦ
͢Δɽ
前ճのतۀͰ঺介したアサーティブに「Կ
をͲう఻͑るのか」についての෮習をしたޙ，
「ͦの৔Ͱཁٻ・ఏҊを఻͑る」՝題を࢖って
ϩールϓレイのデモをߦうɽͦのޙに，3ਓ͋
るい͸ 4ਓ૊とͳΓ，ͦのதのҰਓ͕ߦҝऀと
してࣗ෼の՝題のϩールϓレイをߦうɽଞのメ
ンόー͕૬ख໾，ਐߦ໾をߦうɽ࣍に，アサー
ティブͳ๙Ίํ΍๙ΊらΕํのϙイントをࣔし
たう͑Ͱ，͜Εについて΋小グルーϓͰϩール
ϓレイをߦうɽ
に，શମの৘ใの੔理と，生活Ͱの活かޙ࠷

しํについてアυόイスを఻͑，·とΊと͢るɽ
ৼΓฦΓ՝題͸，小グルーϓͰのϩールϓレイ

のใࠂと͖ͮؾ，ͦして4ճの ATのײ૝Ͱ͋るɽ

�ɹ�ʮର౳ੑʯͷཧղͱशಘ�ʙ�ৼΓฦΓ՝୊಺
༰ͷ෼ੳ

ํ๏
डߨ生͸心理ܥઐ߈の第 2学೥の 27໊のஉ

ঁ学生Ͱ͋ったɽ第 2ճから第 4ճのৼΓฦΓ
՝題Ͱのهड़おΑͼ 15ճのतۀશମについて
のײ૝としてͤدらͤたهड़を෼ੳに࢖用し
たɽৼΓฦΓ՝題͸紙໘Ͱの΋の͸̖ 4Ұຕに
ॻ͖ࠐΉఔ౓の量Ͱ͋Γ，ネοトワークͰの՝
題ఏग़͸ ʙࣈ�5 2�� ఔ౓の量Ͱ͋ったɽ「理ࣈ
解」として，アサーティブネスにおける「対等
性」の理念΍ͦのたΊの۩ମ的ͳスキルについ
ての言͕͋ٴるか，·た，「習得」として，ࣗ
らのίϛϡニέーシϣン՝題についてͦΕらを
ҙࣝ・活用したというهड़͕͋るかを੔理して
い͘ɽͳお，ϩールϓレイの՝題΍هड़಺にݸ
ਓ͕特ఆͰ͖るՄೳ性の͋る෦෼について͸，
本࣭͕ม容しͳいൣғͰదٓՃ޻をߦったɽ本
文த，ࣼମ෦෼͕डߨ生のهड़Ͱ͋るɽ·た，
डߨ生に͸，՝題಺容について͸Ճ޻の্，論
文に࢖用͢るՄೳ性͕͋るࢫ，ྃ解を得たɽ

݁Ռ
ɹୈ �ճৼΓฦΓᶃɿʮεϖγϟϧݖརʯΛ࡞
Γɼ఻͑ͯΈͯͨ͜͡ײͱɽఏग़ऀ ��໊ɽ
डߨ生のৼΓฦΓに࠷΋ଟ͘ड़΂らΕてい
たの͸，「言語化のޮՌ」Ͱ͋るʢTable 5 をࢀ
রʣɽࣗ෼の「スペシϟルݖར」としてडߨ生
੒したの͸，たと͑͹，「সいた͘ͳいと࡞͕
͖にແ理してসΘͳ͘て΋いいݖར」「ਓの͜
と͹かΓ考͑ͳ͘ていいݖར」「いつ΋「大ৎ
෉」と͕ڧらͣ，͖ٽたいと͖に͸ٽいて΋い
いݖར」「ർΕていると͖͸考͑ͳ͘ていいݖ
ར」ͳͲͰ͋るɽίϛϡニέーシϣン΍ਓؒؔ
，についてํ࢓ಈのߦるい͸ࣗ෼ࣗ਎の͋，܎
౰たΓ前の͜と，ͳΜとͳ͘͡ײていた͜と，
っていた͕ࣗ෼Ͱ൱ఆしていた͜とをվΊてࢥ
文ࣈ化し，੠にしてΈる͜とͰࣗ෼のͪ࣋ؾを
Ͱ͋るɽ͖ͮؾͰ͖る͜と΁のײ࣮
͞らに，तۀ಺ワークͰ͸，ࣗ෼の「スペ
シϟルݖར」を૬खに向かってಡΈ্͛ると，
૬ख͕ಉҙを͢るというઃఆにしたたΊ，ଞऀ
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͕ฉ͖ಧけて͘Εた͜とにΑる҆心خ，ײし͞
ͳͲ΋語らΕていたɽ言語化͢る͜と，૬खか
らのঝೝを得らΕる͜とͰ，ࣗ෼のݖརを͡ײ
る͜と͕Ͱ͖，ͦの͜とͰָ͕ؾにͳる，͢っ
͖Γ͢る，前向͖ͳΕるという「ࣗݾଚॏにΑ
る心理的ෛ୲のܰݮ」͕ଟ͘のهड़にؚ·Εて
いたɽ
͜Εに対して，ݖརに൐う「੹೚」΍，「ଞ

ऀଚॏ」といった点について言ٴしていたの͸
͘͝গ਺Ͱ͋ったɽ͜のワークのओͳ໨的͸，
トレーニングのॳظஈ֊，ࣗ෼ࣗ਎の՝題に向

͖߹っていͦ͘の前に，·ͣࣗݾ表現というݖ
རを֬ೝ͢る͜とͰ͋るたΊ，ͦのҙຯͰ͸
ワークのޮՌをࣔ͢΋のͰ͸͋る͕，「対等性」
という点Ͱ͸，͜の࣌点Ͱ͸΄とΜͲとະ習得
と考͑る΂͖ͩΖうɽ

ɹୈ �ճৼΓฦΓᶄɿʮΞαーςΟϒʹ఻͑ͯ
Έ͍ͨ՝୊ʯʹ͍ͭͯɼͳͥ఻͑ʹ͍͘ͷͩͱ
ͷ͔ɽఏग़ऀ͏ࢥ ��໊ɽ

Table 6 に·とΊたΑうに，఻͑らΕͳい理
༝͸，૬ख΍पғにয点を౰てた΋のと，ࣗݾ

5BCMF��ɹୈ �ճৼΓฦΓᶃɿʮεϖγϟϧݖརʯΛ࡞Γɼ఻͑ͯΈ͍ͯͨͮ͜ؾͱɼͨ͑͜ߟͱ

カテΰリー ֘౰਺
25໊த ಺容

言語化のޮՌ 11 文ࣈにして，ޱにग़してΈてվΊて͡ײらΕる，ߦಈにҠͤる
した͕ؾ

ଚॏݾࣗ 心理的ෛ୲のܰݮ 14 རをࣗ෼にೝΊる͜とͰ，ָにͳる，ϙδティブにͳる，༨ݖ
༟΍ࣗ信͕Ͱる

੹೚ 2 ࣗ෼の言༿にͦΕͳΓの֬信΍，੹೚を΋つ΂͖

ଞऀଚॏ 3 ૬खに΋，୭にͰ΋ಉ͡΋のをೝΊͳいといけͳい

ͦのଞ 　 3 ୭΋͕ೝΊたらࣾձ͸੒Γཱ たͳい，ݖརのओு͸ෆຬから͘ る

5BCMF��ɹୈ �ճৼΓฦΓᶄɿʮ఻͑ʹ͍͘ཧ༝ʯ

য点 カテΰリー ֘౰਺
25໊த ಺容 ա৒దԠ

૬ख・पғ ධՁݒ念 � पΓの໨͕ؾにͳる，ͲうࢥΘΕるか考 し͑·うから ଞऀ഑ྀ
૬ख΁のਃし༁ͳ͞ 7 ૬खにਃし༁ͳいとࢥうから ଞऀ഑ྀ
૬खのෛ୲΁のݒ念 4 ૬खのෛ୲͕૿͑るから ଞऀ഑ྀ
૬खのཱ৔ 3 ૬ख͕໨্のਓͩから ଞऀ഑ྀ
৔のۭؾのѱ化ݒ念 4 ৔のۭ͕ؾѱ͘ͳらͳいΑうにとࢥうから ଞऀ഑ྀ

૬खとのؔ܎ѱ化
のݒ念 5 յΕるの͕ාいから͕܎ؔ ਓからΑ͘ࢥ

ΘΕたいཉٻ

૬खの理解のఘΊ 3 ૬खに͸௨͡ͳいとఘΊているから
ݾࣗ ෆརӹのճආ 4 ࣗ෼͕ଛを͢るঢ়گにͳΓた͘ͳいから

৘の༳Εのճආײ 2 ࣗ෼のײ৘͕༳Εるから
ࣗ信ܽ೗ 2 ࣗ෼にࣗ信͕ͳいから ෆશݾࣗ
スキルのܽ೗ 2 ͲうԿを言っていいのかΘからͳいから
ઌԆ͹し 1 ճしにしてし·うからޙ

　 ײ੹೚ݾࣗ 1 ࣗ෼に੹೚͕͋るとࢥっているから 　
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にয点を͋てた΋のとに大͖͘෼けらΕるɽ特
にଟいの͸，पΓからࣗ෼͕ͲうࢥΘΕるのか
Ͱ͋Γ，「ࣗ෼に対͢るධՁ͕Լ͕ってし·う
のͰ͸ͳいかと考͑てし·うから」ͳͲ，いΘ
Ώる「ධՁݒ念」Ͱ͋るɽͦのଞに͸，「͕ࢲ
Ո଒のதͰҰ൪ए͘てଞのਓ͸๩しいから」と
いったཔΉ͜とにΑる૬खのෛ୲΁の഑ྀ，「਌
͕心഑して͘ΕているのをແԼにしているΑう
Ͱਃし༁ͳいから」ͳͲ૬ख΁のਃし༁ͳ͞，
「૬ख͕໨্の৔߹，ཱ৔をؾにして言͑ͳい」
といったཱ৔্といった理༝͕ଟいɽ·た，
「言ったޙのۭ͕ײؾॏۤ͘खͰ，ͩったら言
Θͳいํ͕いいとࢥってし·う」ͳͲ，৔のۭ
΁の഑ྀ͕ड़΂らΕていたɽ·た，「఻͑たؾ
として，ฉ͖ೖΕらΕͳいかったと͖に，Ϊク
シϟクしてし·うとࢥうから」「ࣗ෼͕大੾に
したいؔ܎をյした͘ͳいとࢥうਓ΄Ͳ，ૉ直
にࢥっている͜と΍ෆຬを言͑ͳいからͩとࢥ
う」ͳͲ，఻͑る͜とにΑるؔ܎のѱ化のݒ念
͕ଟいɽҎ্͸，いͣΕ΋ա৒దԠにおける֎
的దԠͰ͋Γ，͜Ε·Ͱの஌ݟとҰகして，大
学生においてසൟにΈらΕる܏向Ͱ͋るとい͑
るɽ
ଞऀ΁の言ٴͰ͋Γͳ͕ら，ա৒దԠ܏向
に͸ؚ·Εͳい΋の΋ݟらΕたɽ「૬खに言っ
て΋Կ΋มΘらͳいとࢥっていし·っているた
Ί」という「ఘΊ」という理༝͸，૬खのߦಈ
にؔ͢るਪଌͰ͸͋る͕，ଞऀ഑ྀと͸言͑ͳ
いɽ 

にয点を౰てた理༝として͸，「ͦ͜Ͱݾࣗ
言って૪い͕͖ىると，ࣗ෼に対して΋ෆརͳ
͜と͕͖ىͳいかと考͑てし·うから」ͳͲ，
఻͑る͜とͰઌにࣗ෼͕ࠔる͜とにͳるのͰ͸
ͳいかといったݒ念，「͜の࿩を੾Γग़͢とࣗ
෼͕ײ৘的にͳるから」ͳͲ，ࣗ෼のײ৘͕Ώ
Εる͜とにΑるࣗ෼の心理的ෛ୲͕૿͑る͜と
΁のݒ念͕͋るɽ͜Εら͸いͣΕ΋，ࣗ෼ࣗ਎
にとってのネΨティブͳ結Ռ΁のݒ念Ͱ͋るɽ
·た，「ࣗ෼のいいたい͜と͕·と·らͣ，࿩
してΈて΋結ͼํ͕Α͘Θからͳい」ͳͲ，఻
͑る಺容΍఻͑ํといったスキルのܽ೗，͋る
い͸શମ的ͳઌԆ͹し܏向から，という理༝΋

らΕたɽ͛ڍ
͜Εらを「対等性」という視点からோΊる
と，ࣗݾΑΓଞऀを༏ઌしてし·っておΓ，「対
等΁のҙࢥ」͕ඇৗにऑ͘，特にࣗݾのײ৘，
ཁٻ・ఏҊを表現͢る͜とのࣗ෼にとっての大
੾͞をे෼に͡ײる͜と͕Ͱ͖ていͳいɽશମ
として，·ͣ「ࣗݾଚॏ」というと͜Ζにཱて
ていͳい͜と͕うか͕͑るɽҰํͰ，গ਺Ͱ͸
͋る͕「ఘΊ」΋ݟらΕ，͜Ε͸，૬ख͸ࣗ෼
の言う͜とͳͲ理解Ͱ͖ͳいਓͩ，ม化しΑう
としͳいਓͰ͋るという決ΊつけͰ͋Γ，ア
サーティブネスの視点から言͑͹「্から」໨
ઢとい͑るɽ

ɹୈ �ճৼΓฦΓᶃɿʮ՝୊੔ཧʯΛͯͮ͠ؾ
͍ͨ͜ͱɽఏग़ऀ ��໊ɽ

Table 7 にهड़のཁ໿Ұཡをࣔしたɽ͜Ε·
Ͱのࣗ෼のίϛϡニέーシϣンについてのͮؾ
͖，アサーティブͳίϛϡニέーシϣンという
点Ͱ学Μͩ͜との 2つに෼けて·とΊたɽ現ࡏ
のࣗ෼のίϛϡニέーシϣンにؔΘる問題΁の
と，アサーティブͳίϛϡニέーシϣン͖ͮؾ
͕ͦΕにͲう໾ཱつか͕結ͼ෇けらΕている
έースʢたと͑͹，No.2, No.3 ͳͲʣ͕ଟい͕，
アサーティブをத਎について͸理解した͕，し
かし現࣮に͸೉しいͩΖうという͖ͮؾ΋͋る
ʢたと͑͹，No.1, No.1� ͳͲʣɽ
͜ΕらのதͰ，Table 2 に͋る「対等性」ཁ
ૉに૬౰͢るとࢥΘΕる΋のをरいग़したɽ24
໊த，15໊のهड़にͦΕら͕ݟらΕたɽ「มΘっ
て΄しいとࢥうͳら，·ͣࣗ෼͕૬खに఻͑る
༐ؾを࣋たͳけΕ͹ͳらͳいとվΊてࢥった」
ͳͲ，࠷΋ଟかったの͸，「言͑ͳい」「言って
͸いけͳい」から「言ってΈΑう」，ࣗ෼͕問
題解決のたΊのイニシアティブをとΖうとい
う，ม化΁の༐ؾͰ͋るɽ͞らに，「ࣗ෼͕఻
͑たい͜とをワοと言ってし·う࣌΋͋るの
Ͱ，૬खの͜と΋考͑た఻͑ํを࿅習Ͱ͖Ε͹
いいとࢥった」ͳͲ，ࣗ෼と͸ҟͳる૬खのཱ
৔΍考͑΋ଚॏ͢るという「ҧいのଚॏ」΍，
「੔理をしてΈるとࣗ෼のౖΓ΄Ͳに͸૬खに
ඇ͕ͳかったΑうに΋͡ײた」「ࣗ෼͕૬खに

― 1� ―

૯߹ࣾձ学෦لཁ　第 6巻　第 1号



5BCMF��ɹୈ �ճৼΓฦΓᶃɿʮ՝୊੔ཧʯΛ͍ͯͨͮ͜͠ؾͱɼͨ͑͜ߟͱ

No.
աڈ・現ࡏのࣗ෼のίϛϡニέー
シϣンについての͖ͮؾ 学ͼ 「対等性」ཁૉ

1 的֬に的を得て࿩͢の͸೉しい 的をߜる
2 ૬खの理解͕ͳいと͖ײ৘的にͳって
いた

૬खの理解に対してײ৘的にͳらͣに
଴つ

ҧいのଚॏ

3 ࣗ෼͕ͩݏとࢥう͜と͕യવとしてい
た

的をߜる
ͦの৔Ͱ఻͑る Լから・ม化΁の༐ؾ

4 ·ͣࣗ෼͕༐ؾをग़して，఻͑る Լから・ม化΁の༐ؾ
5 Ҋ֎఻ΘっていͳいՄೳ性͕͋った ஸೡに໌֬に఻͑る
6 を఻͑てͳかったͪ࣋ؾ を఻͑る͜とͰ理解して΋らいͪ࣋ؾ

΍͢い
的をߜる
఻͑ていい

Լから・ม化΁の༐ؾ

7 ૬ख͕ڧいと༐ؾをग़して΋言͑てͳ
かった
言いに͘い͜と͸΍͸Γ言いに͘い

� ૬खのཱ৔΍考͑΋考ྀ͢る ҧいのଚॏ
� 直઀言Θͳい͜とͰ࿩͕΍΍͜し͘
ͳった

直઀ͦの૬खに఻͑る Լから・ม化΁の༐ؾ

1� Մೳͳ۩ମ的ม化を考͑るの͕೉しい
界ઢをҾ͘の΋೉しいڥ

૬ख͕ಉҙͰ͖る事࣮を考͑る
言いに͘いͪ࣋ؾを言語化͢る

11 ౖΓのײ৘͕͋った
Θかっていて΋本ਓに言͑ͳい

12 ࿏ઢ͕ͣΕる 的をߜる
13 Կ͕ݏかΘかっていͳかった
૬खのҙݟ΍ཱ৔を考ྀ͢るの͸೉し
い

言いに͘いͪ࣋ؾを言語化͢る
఻͑るݖར͕͋る

Լから・ม化΁の༐ؾ

14 ઌഐに఻͑に͘い
पΓの໨をؾにして言͑ͳい

15 ఻͑たい͜と͸ 1つͰ͸ͳかった
16 ఻͑る͕，Ұํ的に言ってし·う͜と
͕͋る

૬खのཱ৔΍考͑΋考ྀ͢る ҧいのଚॏ

17 ఻Θらͳいෆ҆からҙ͕ݟい͑ていͳ
かった
ࣗ෼を理解して，というҰํ௨ߦͰ
͋った

ࣗ෼͕มΘるඞཁ΋͋る ૬ख΁ඇ೉の抑੍

1� ॻ͘͜とͰ۩ମ的に໌֬にͰ͖る
1� ੔理͢る͜とͰ఻͑らΕͦうͩと͑ࢥ
て͖た
૬खをݟԼしている෦෼͕͋った

Լから・ม化΁の༐ؾ
の೺Ѳݾࣗ

2� ࣗ෼のओுͩけ఻͑ていた
解決΁のಓ͑ݟ͕ےた 問題解決ࢤ向

21 ۩ମྫを͋͛る
૬खに言う前に，ࣗ෼の੹೚をՌた͢ কདྷのࣗݾ੹೚

22 ೥্のਓ΁の஫ҙ͸μメとࢥいࠐΜͰ
いた

ࣗ෼のౖΓ΄Ͳ，૬खに͸ඇ͕ͳい ૬ख΁のඇ೉の抑੍

23 生活習׳とか，考͑ํͳͲをڞ有͢る ҧいのଚॏ
24 1 ճͰ૬खを決Ίつけて，͖͋らΊて
いた

ཱͪ໭って఻͑る աڈのࣗݾ੹೚
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理解して΄しいというࣗ෼のҰํ的ͳཉٻͰ͋
る͜とにͮؾか͞Εたɽ΋っと，ࣗ෼͕มΘる
ඞཁ͕͋るとࢥった」ͳͲ，Ұํ的に૬खを੹
ΊるのͰ͸ͳ͘問題解決にয点を౰てるといっ
た点΁の言ٴ΋ݟらΕたɽ͞らに͸，「ࣗࠓ෼
͕ʰ͜ういう෩に言ったら૬ख͸تͿͩΖう
ͳʱとかʰ஌っているけͲΘからͳい;ΓしΑ
うʱとかࢥったΓしてたの͸，ࣗ෼΋Լ͛てる
し，૬खの͜と΋͜Ͳ΋Έたいにѻっているの
かͳとࢥった」といったࣗ෼のதに͋る「্か
ら໨ઢ」΁の͖ͮؾ，「఻͑て 1ճμメͩった
ら΋う͜のਓ͸͜ういうਓͳΜͩとࢥって，͋
͖らΊていたのͰ，΋うҰ౓ཱͪ໭ってࣗ෼の
った」といࢥを఻͑る͜と͕大੾ͩとͪ࣋ؾ
う，「言Θͳかった」というաڈのࣗݾ੹೚΁
の言ٴ΋ݟらΕたɽ
第 2ճのৼΓฦΓͰඇৗに௿かった「ࣗݾଚ
ॏ」͕，·ͣ͸「ࣗݾओு」して΋いい，Ͱ͖
るΑうͳ͕͢ؾるという「ࣗݾ表現のݖར」͕
らΕるΑうにͳったのͪ，͋͘·Ͱ͜の৔͡ײ
Ͱの࿅習という͜とͰ՝題を੔理͢る͜とにΑ
Γ，「ଞऀ΁の഑ྀ」という͜と͕保ཹ͞Εた
とい͑るɽͦして，఻͑る಺容にؔ͢るスキル
を学Ϳ͜とͰ，ࠓ·Ͱの「఻͑らΕͳい」とい
うࢥいࠐΈ͕，఻͑ํ࣍第ͰՄೳͰ͋る͜と͕
表ݾࣗ，て͖たとい͑るɽͦの͜とにΑΓ͑ݟ
現のҙ͕ࢥ生·Ε，ΑΓ「対等ͳؔ܎」΁とࣗ
෼から౿Έग़͕ͪ࣋͢ؾͰて͖た͜と͕うか͕
͑るɽ
·た，গ਺Ͱ͸͋った͕「্から໨ઢ」Ͱ
૬खをݟていたऀ͸，૬खͩけͰ͸ͳࣗ͘෼の
੹೚΋ೝΊる࢟੎͕Ͱて͖たɽ第 3ճのワーク
Ͱ，ඇৗにந象的ͳレϕルͰ͋った「対等性」
という͜と͕，ࣗ෼ࣗ਎の՝題を੔理͢るத
ͰΑΓ۩ମ的ͳイメーδを΋って，「ଞऀଚॏ」
をした্Ͱ「ࣗݾଚॏ」͕ՄೳͰ͋る，という
͜と͕理解͞Ε࢝Ίたと言͑るɽ

ɹୈ �ճৼΓฦΓᶄɿʮϩーϧϓϨΠʯΛͯݟ
ͱɽఏग़ऀ͍ͨͮ͜ؾ ��໊ɽ
第 3ճͰ，डߨ生͸ॳΊてϩールϓレイをݟ
たɽデモンストレーシϣンͰ͸，「վΊてࣗ෼

のཁٻ΍ఏҊを఻͑る」という՝題として，༑
ਓに「ࣗ෼の言った͜とに͸੹೚を΋って΄し
い」と఻͑るϩールϓレイをબΜͩɽ࠷ॳのஈ
֊Ͱ͸，ඇৗにந象的ͳཁٻͰ͋Γ，՝題੔理
おΑͼϩールϓレイを௨して，ࣗ෼͕૬खに͞
·͟·ͳཁٻを࣋っている͜と͕໌らかとͳっ
て͖たɽデモͰ͸ͦのதの 1つをબͼ，͞らに
的をߜΓ，「θϛの॓題についての࣭問͸ఏग़
೔の 1೔前·Ͱにして΄しい」という΋のにし
たɽϩールϓレイͰ͸，૬खとの͕ؔ܎ѱ化͢
るのͰ͸というڪΕから͘る૬ख΁の遠ྀ，し
かしಉ࣌に૬खに対して͡ײるࣦ๬΍΋っと
しっかΓして΄しいというظ଴΋֞ؒ͑ݟたɽ
͞らに，ࣗ෼͕ͳΜとかして͋͛ͳいといけͳ
い，というڥ界をӽ͑た੹೚ײ，つ·Γ͸，૬
खをࣗ෼ͰͳΜとかͰ͖ͳいਓとҐஔͮける，
૬खの力΁の信པײのܽ೗ͳͲ͕͑ݟたɽ
3ճϩールϓレイを܁Γฦ͢தͰ，૬ख΁の
Ͱ͋る܎͸ඇৗに大事ͳؔ܎ҙ，૬खとのؔ޷
͜とを఻͑る͜とͰ，఻͑に͘͞を௿ͤ͞ݮ，
વと཰直にࣗ෼の๬Ή͜とを఻͑，ϩールϓؽ
レイをऴྃͤ͞たɽスキルとして͸，的をߜ
る，言いに͘いͪ࣋ؾを言語化͢る，ձ࿩をऴ
ྃͤ͞る，Ϙディϥンήーδとしてਅ͞݋を表
৘にग़͢，向͖߹ってձ࿩を͢るͳͲ，フィー
υόοクをऔΓೖΕͳ͕らのϩールϓレイͰ
͋ったɽ
͜のΑうͳϩールϓレイをݟたײ૝としてड़
΂らΕていたの͸，·ͣ，3ճのϩールϓレイ
における఻͑ํのม化，܁Γฦし࿅習͢る͜と
の大੾͞Ͱ͋るʢ11໊ʣɽデモをߦったߦҝऀ
͕डߨ生શһの前ͰϩールϓレイにऔΓ૊Ή༷
子に「͢͝い」「༐͕͋ؾる」「ಊʑとしていた」
「う·͘఻͑らΕるΑうにͳった」と͡ײるҰ
ํͰʢ�໊ʣ，たͩ，「΋しࣗ෼ͩったら」͋る
い͸「現࣮ͩったら」と，「఻͑る೉し͞」と
΋վΊて͡ײたというهड़΋ݟらΕたʢ�໊ʣɽ
·た，「的をߜる」͜とのॏཁ性͸，՝題੔理
にଓ͖͜͜Ͱ΋ݟらΕたɽ͞らに「本౰に఻͑
たい͜と͕͋ると͖に͸，༏しいإͰ言うのͰ
͸ͳ͘，ਅ݋ͳإͰ，ͲΕͩけਅ݋ͳのかと表
৘Ͱ͋らΘ͢΂͖ͩとࢥったɽา͖ͳ͕ら࿩͢
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ΑΓ΋，͖ͪΜと࠲って͖ͪΜとإをΈて向͖
߹って࿩͢ํ͕，ͪ͜らの࿩͕఻ΘΓ΍͘͢ͳ
るとࢥい·͢」ͳͲ「Ϙディϥンήーδ」΍
「৔໘ઃఆ」のॏཁ性ͳͲ，スキル໘Ͱのͮؾ
͖΋ଟかったɽ
ҰํͰ，問題のフレーϛング΍఻͑る಺容
の「対等性」について͸，͋·Γ৮ΕらΕて
いͳいɽ「͜うして΄しいと఻͑るͩけͰ͸ͳ
͘，खॿけを͢るという͜と，·ͣԿを͢るか
というఏࣔをߦっていたと͜Ζ͕͘͢͝Αかっ
た」といった「কདྷのࣗݾ੹೚」，「૬खに対し
て，「いつ΋ͦう」という言༿͸Α͘ͳい͜と
͕ΘかΓ·したɽࣗ෼にとって͸「いつ΋」か
΋しΕͳいけͲ，૬खにとって͸，ͦうͰͳい
͜とͩと஌る͜と͕Ͱ͖たɽͩからͦ͜，۩ମ
的に఻͑る͜と͕とて΋ॏཁにͳって͘るのͩ
とࢥい·した」ͳͲ，決Ίつけてし·うՄೳ性
͕ࣗ෼のதに͋るという「ࣗݾೝࣝ」，「૬खの
ҙࢥをଚॏしつつ΋ࣗ෼のҙݟをしっかΓ఻͑
らΕていて͢͝いとࢥった」といった「ҧいの
ଚॏ」について，ͦΕͧΕ 1໊͕ड़΂ていたに
とͲ·ったɽϩールϓレイをݟるの͕ॳΊてと
いう͜とͰ，ԋ技を͢るという͜とࣗମ΍，Ϙ
ディϥンήーδͳͲのΘかΓ΍͢いม化といっ
た点に஫໨͕ू·ったΑうͰ͋るɽ

ɹୈ �ճৼΓฦΓᶃɿখάϧーϓͰͷϩーϧ
ϓϨΠΛ͍ͯͨͮ͜͠ؾͱɼͨ͑͜ߟͱɽఏग़
ऀ ��໊ɽ
डߨ生͕「アサーティブに఻͑る」たΊの
࿅習に用いるのに第 3ճͰ੔理した՝題におい
て，఻͑たい૬ख͕୭Ͱ͋ったかを Table � に

·とΊたɽडߨ生͕બΜͩ՝題͸，ओに「όイ
トઌの໨্のਓ」に対してと，「学ߍにおける
ಉཱ͡৔のਓ」つ·Γ͸，༑ਓͰ͋るɽ͜Ε
ら 2つ͕，「఻͑に͘い」૬खの代表とい͑る
ͩΖうɽ「Ո଒Ͱの໨্のਓ」と͸，3つ͕෕
਌，1つܑ͕Ͱ͋ったɽؒ࣌の্ؔ܎，�つの
小グルーϓのͦΕͧΕͰ 1つの事ྫをとΓ͋
察ऀの໾ׂを෼୲して؍，ҝऀ，૬ख໾ߦ，͛
ϩールϓレイを࣮ࢪして΋らったɽ結Ռ的に
͸，Table � のӈにࣔしたΑうに，༑ਓ΁の՝
題͕࠷ଟとͳΓ，όイトઌ，Ո଒の໨্のਓ΁
の՝題΋ؚ·Εたɽ
�つの小グルーϓͰのϩールϓレイのײ૝Ͱ
言͞ٴΕていた点を Table � に੔理したɽ大͖
͘「఻͑る಺容の೉し͞・大੾͞」「఻͑ํの
大੾͞」「ؔ܎にΑる೉し͞」「࿅習，܁Γฦし
の大੾͞」の 4つのカテΰリー͕得らΕたɽ
「఻͑る಺容の೉し͞・大੾͞」と͸，的を
Γ۩ମ的に؆ܿに͢る͜とͰ఻ΘΓ΍͘͢ͳߜ
る͜との͖ͮؾͰ͋Γ，͜Ε͸，֤͕ࣗ՝題੔
理Ͱݧܦした͜と͕ͩ，ͦΕを࣮ࡍに言༿にし
てΈるとͦのޮՌ͕͞らに࣮ײͰ͖た，という
͜とͰ͋Ζうɽ͜Ε͸༑ਓ՝題Ͱ͋って΋，໨
্のਓ΁の՝題Ͱ͋って΋ଟ͘の言͕͋ٴっ
たɽたͩし，「૬खに対͢る理解」΍「૬ख΁
のଚॏ」΋Ұॹに఻͑るという಺容͸，όイト
ઌの໨্のਓ΁の՝題を࢖ったϩールϓレイ
からの͖ͮؾにݶらΕておΓʢTable � におけ
る˘のՕॴʣ，「༑ਓ՝題」Ͱ͸ड़΂らΕていͳ
かったɽ
「఻͑ํの大੾͞」として͸Ϙディϥンήー
δͰ͋Γ，デモンストレーシϣンをݟてのͮؾ

5BCMF��ɹ֤ࣗͷ՝୊ʹ͓͚Δʮ఻͍͑ͨ૬खʯ

৔
՝題における૬खとのؔ܎ʢ対ࣗ෼ʣ

ܭ߹
ϩールϓレイ࢖用՝題

্ ಉ Լ ෆ໌ デモ 小グルーϓ

学ߍ  2 � 1 11 1ʢಉʣ 5ʢಉʣ

Ո଒  4  4 1ʢ্ʣ

όイト  7 1  � 1ʢ্ʣ 2ʢ্ʣ

ͦのଞ 1  1

ܭ߹ 13 � 2 1 24 2 �
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5BCMF��ɹୈ �ճৼΓฦΓᶃɿ�খάϧーϓͰͷϩーϧϓϨΠͷײ૝�
՝題におけ
る૬ख

఻͑る಺容の೉し ・͞
大੾͞ ఻͑ํの大੾͞ にΑる೉し͞܎ؔ ࿅習，܁Γฦしの大੾͞

༑ਓに 言ってるؒに，࣍ʑと
ཁ͕ٻग़て͖てし·う，
的をߜるの͕೉しい

ਅ݋ͳ表৘，੠͕大
事

念，૬खݒյ่܎ؔ
΁の഑ྀから，఻͑に
い͘

࿅習͢る͜とͰイメーδ
Εる࡞͕

͖͋らΊから言Θͳい
͜と΋͋る

Γฦ͢͜܁ とͰ言͑るΑう
にͳる

をしっかΓ఻͑ͪ࣋ؾ
る͜と͕大事

஥͕いい子に͸，Ͳう
して΋言͑ͳい

ϩールϓレイにΑってࣗ
信͕つ͘，఻͑らΕͦう
ͳ࣋ؾにͳる

Ͳうして΄しいか·Ͱ
考͑る͜と͕ͳかったɽ
ͦΕを考͑る͜とͩけ
Ͱ΋，お͞·る͜と͕
͋る

਌しい༑ਓにਅ͞݋を
఻͑るの͸೉しい

Γฦ͢͜܁ とͰう·͘ ͳっ
ていた

界を決ΊΕ͹言い΍ڥ
͢い

਌しいؔ܎ͳのͰ，
͸っ͖ Γと言いに͘ い

૬खのײ৘Ͱ͸ͳ͘，
ͳٻಈについてのཁߦ
ら問題解決に向か͑ͦ
うͩ

言いに͘ ͦうͩ った ϩールϓレイにΑって，
ࣗ෼の本౰のͪ࣋ؾ΍఻
͑たい͜と͕ݟ て͑͘ る

ϩールϓレイにΑって，
ࣗ෼の本౰に఻͑たい͜
と͕໌֬にͳってい͘

਌しい༑ਓに͸೉しい
͕，఻͑たํ͕結ָہ
にͳΕる

೉しいからͦ͜，本൪を
૝ఆした࿅習にҙຯ͕͋
る

ͤっか の͘਌しいؔ܎
ͳのに，఻͑ͳいの͸
΋ったいͳい
஥͕いいからͦ͜，ਅ
ுって఻͑る͜ؤに݋
と͕大事

ό イト ઌ 
໨্のਓに

的をߜって۩ମ的に言
う͜ と͕大事

ਅ݋ͳ表৘͸大事 に͸೉しいࡍ࣮

理༝を໌֬にして఻͑
る͜と͕大事
૬ख΁の理解，ँײ
のͪ࣋ؾ΋ؚΊると఻
ΘΓ΍͢い
૬खを੹Ίる言༿͸࢖
ΘͳいͰ，૬ख΁のؾ
ʣͪ࣋ؾのँײいʢݣ
͸大事

Ո ଒ 
໨্のਓに

࿩しているうͪに，఻
͑たい͜と͕いΖいΖ
ग़て͖てし·う

૬ख΋ଚॏしͳ͕ら
のࣗݾओு͸೉しい

࿩の੾Γޱを考͑る͜
とͰ，ௌいて΋ら͑る

૬खのཱ৔にたって
から，఻͑る

ଠ࿮Օॴ͕，「対等性」にؔΘるهड़
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͖としてଟ͘言͞ٴΕていた点Ͱ͋るɽ·た
「૬खのཱ৔にたͪͳ͕ら」という͖ͮؾ͸，
Ո଒ʢ਌ʣ΁の՝題Ͱのϩールϓレイについて
Ͱ͋ったɽ
͸，༑ਓ΁の՝題Ͱの「にΑる೉し͞܎ؔ」
ϩールϓレイについて࠷΋ଟ͘ड़΂らΕていた
点Ͱ͋るɽ૬ख͸༑ਓͳのͩから，本དྷ্Լؔ
Ͱ͋る͸「܎਌しいۙいؔ」͸ͳ͘，しか΋܎
ͣͳのに，఻͑に͘いという点͕，ߦҝऀ本ਓ
ͩけͰ͸ͳ͘，૬ख໾，؍察ऀから΋ಉ͡Αう
にग़て͖ているɽ ՝題਺の͕ࠩ͋るたΊ୯७
にൺֱ͸Ͱ͖ͳい΋のの，όイトઌ΍Ո଒の໨
্のਓに対して͸，「ؔ܎にΑる೉し͞」΁の
言ٴ͸ͳいɽ 

·た「࿅習，܁Γฦしの大੾͞」と͸，࠷
ॳ͸఻͑にͦ͘うͰ΋܁Γฦ͢うͪに఻͑ํ͕
Α͘ͳった，఻͑΍͘͢ͳったという͖ͮؾͰ
͋Γ，࿅習を͢Ε͹い͑るΑうにͳるという学
ͼͰ͋るɽ͜Ε΋，༑ਓ૬ख΁の՝題のϩール
ϓレイをݟた΋のにଟ͘，࠷ॳに「ؔ܎にΑる
఻͑に͘͞」͕ݦஶͰ͋ったたΊ，Կ౓かϩー
ルϓレイを܁Γฦ͢தͰ࣍第に؇࿨͞Εていっ
た͜とͰ，ͦのม化͕ҹ象に࢒ったとਪଌ͞Ε
るɽ
Ҏ্，「対等性」という؍点からΈると， 本

དྷ，対等Ͱ͋Ζう༑ਓ΁の՝題に͸，「対等性」
にؔΘる͖ͮؾ͸গͳ͘，όイトઌ΍Ո଒の໨
্のਓに対͢るϩールϓレイのײ૝に͸，「૬
खに対͢る理解」΍「૬ख΁のଚॏ」という͜
と͕ड़΂らΕていたɽ͜の結Ռについて͸，·
た考察Ͱ໭って͖たいɽ

ɹୈ �ճৼΓฦΓᶄɿ�ճͷ"5ͷײ૝ɽఏग़
ऀ ��໊ɽ
4 ճ෼のतۀશମをৼΓฦってのײ૝の಺容
を Table 1� に·とΊたɽ൒਺のडߨ生͕，「言
いํをগしม͑るͩけͰ૬खに఻ΘΓ΍͘͢ͳ
るとΘかった」ͳͲ，఻͑らΕͳいとࢥってい
た͜と΋言いํ΍಺容の੔理を͢Ε͹఻͑ら͑
るというスキルの෦෼についてのײ૝Ͱ͋っ
たɽ·た，൒਺のडߨ生͸「ࠓ·Ͱ͸，言いに
͘い͜と͸૬खに఻͑ͣ，ࣗ෼ͩけͰզຫして
いたɽしかし，तۀを௨していいに͘い͜と΋
アサーティブに఻͑る͜とͰ，ࣗ෼のストレス
΋ܰ͞ݮΕる͜と͕Θかったɽ͜Εから͸，ࣗ
෼ͩけ͕たΊࠐΉのͰ͸ͳ͘，ࣗ෼͕มΘる͜
とͰ૬खに͕ͪ࣋ؾ఻͑らΕるΑうにアサー
ティブをࣗ෼の生活のதにऔΓೖΕてい͖たい
とࢥった」ͳͲ，ࣗ෼のࢥいをଚॏし，ࣗݾओ
ுをしてΈΑうというҙࢥについてड़΂らΕて
いたɽ·ͣ͸，ࣗݾଚॏの͖ͮؾͰ͋るɽͦし
て，�໊͸，૬ख΋ଚॏしたࣗݾओுのॏཁ性
をड़΂ていたɽतۀ಺容として͸࣮ફ的Ͱ͸
͋った͕，ϩールϓレイͰ言͑て΋現࣮に͸೉
しい，࿅習͕ඞཁ，というײ૝΋͋ったɽ
ऴճとして͸，ͻと·ͣ͸，「૬ख΋ଚॏ࠷

しͳ͕らのࣗݾओு」というアサーティブネス
のத֩について概念として͸ಧいたΑうに͑ࢥ
るɽたͩし，第 4ճの小グルーϓについてのৼ
ΓฦΓと߹Θͤて考͑ると，ͦの۩ମ的ͳཁ
ૉとしての「対等性」について͸，「ࣗݾଚॏ」
というଆ໘にภったܗͰϓϩグϥϜをऴ͑たと
いう΂͖Ͱ͋Ζうɽ

5BCMF���ɹୈ �ճৼΓฦΓᶄɿ��ճͷ "5ͷײ૝

カテΰリー ֘౰਺ 
24 ໊த ಺容

఻͑ํの޻෉ 11 ෉͢Ε͹఻͑らΕる，఻͑ํのίπ͕Θかった，ͳͲ޻

ࢥओுのҙݾࣗ・ଚॏݾࣗ 11 ࣗ෼のͪ࣋ؾを大事しΑうとࢥった，఻͑てΈΑうとࢥった，ͳͲ

ࣗଞଚॏ  � ૬ख΋ଚॏしたう͑Ͱ，఻͑てい͘と͜͸大੾ͩとࢥった，ͳͲ

ඇ現࣮  4 現࣮に͸೉しい，ͳͲ

࣮ફ的಺容  4 ࣮ફ的Ͱ͋った，ͳͲ

࿅習のඞཁ性  3 ࿅習͕ඞཁͩとࢥう，ͳͲ
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�ɹ͓࡯ߟΑͼޙࠓͷ໰୊఺
本ߘ͸，大学生を対象としてतۀ಺Ͱ࣮ࢪし
た ATのޮՌについて，「対等性」の理解と習
得という点から検討をߦったɽҎԼに，ա৒ద
Ԡ܏向΁のアサーティブのՄೳ性，༑ਓؔ܎に
おける「ඇ対等性」，໨্のਓとのؔ܎におけ
る「対等性」という 3つの点から，本෼ੳͰݟ
らΕた܏向を੔理してい͖たいɽ

ɹա৒దԠ޲܏΁ͷΞαーςΟϒͷՄೳੑ�ʙ
ʮଞऀଚॏʯΛ্ͨ͠Ͱͷʮࣗݾଚॏʯͷͮؾ
͖
「対等性」と͸「ࣗݾଚॏ」と「ଞऀଚॏ」
のόϥンスとい͑る͕，डߨ生において͸，第
2ճの「఻͑に͘い」理༝にݟらΕたΑうに，
೔ৗͰ͸૬ख΁の഑ྀを༏ઌして，ࣗݾଚॏͰ
͖ていͳい༷子͕うか͕͑たɽͦ͜からのม化
として，·ͣ「ࣗݾଚॏ」΁の͖ͮؾ΍，ओு
という点Ͱ，トレーニングのޮՌࢥಈ΁のҙߦ
のٻ৘΍ཁײらΕたɽ۩ମ的に͸，ࣗ෼のݟ͕
ଚॏと，ͦΕらの表現のݖར΁の͖ͮؾ，·
た，ͦΕら͸い͘つかのスキルにΑって，·た
Γฦしの࿅習にΑって۩ମ的ͳίϛϡニέー܁
シϣンとしてՄೳͰ͋るというೝࣝͰ͋るɽ
特に，「的をし΅る」͜とのޮՌを࣮ײして
いるऀ͸ଟかったɽ「૬खをଚॏ͢るに͸ࣗ෼
͕զຫ͢るしかͳい」というཱ྆し͑ͳいと
ଚݾࣗ」っていた「ଞऀଚॏ」をした্Ͱのࢥ
ॏ」͕，い͘つかのスキル΍，ͦの࿅習にΑっ
て，Մೳとͳる͜と͕理解͞Ε，গし࣮ײとし
て࣋てたΑうに͑ࢥたɽ「ଞऀଚॏ」という点
を۩ମ的ͳཁૉとしてࣔ͢͜とͰ，ͦのՄೳ性
͕۩ମ的イメーδとͳったとい͑るɽͦのҙຯ
Ͱ͸，ա৒ద౰܏向の௿ݮに͸，アサーティブ
ネスにおける「対等性」にؔΘる۩ମ的ͳスキ
ルの学習͸大いに͢ݙߩる͜と͕༧૝͞Εるɽ
「的をし΅る」͜とをؚΊ՝題੔理のաఔ͸，
΄Μとうにࣗ෼͕ͩݏとࢥっている͜と，๬Μ
Ͱいる͜と͸Կか，૬खに఻͑る前ஈ֊とし
て，ࣗ෼に向͖߹うۀ࡞Ͱ͋るɽͦのҙຯͰ
͸，ա৒దԠ的ͳ܏向͕͋ったとして΋ൺֱ的
࣌とい͑るɽ՝題੔理のたΊのۀ࡞Մೳͳߦ࣮

ؒを૿΍しͦ͜Ͱの࢟੎とスキルを࣮֬に習得
Ͱ͖Ε͹，೔ৗͰ΋ҙࣝ͢Ε͹࣮ߦՄೳとͳΖ
うɽ୹ؒ࣌のϓϩグϥϜͰ͸，ॏ点をஔ͘΂͖
点と΋い͑るɽ
·た，ϩールϓレイのޮՌとして΋ݟらΕ
たɽ表৘΍࢟੎ͳͲ，Ϙディϥンήーδにؾを
෇ける͜とͰ，఻ΘΓํ͕શ͘ҟͳる，という
͜と͸視֮的にストレートにࢀՃऀにಧいたΑ
うͰ͋るɽ·た，15෼΄ͲのؒͰ 3，4ճϩー
ルϓレイを܁Γฦͩ͢けͰ΋ม化͕ΈらΕた͜
とͰ，ࠓ͸現࣮に͸೉し͘て΋，࿅習͢Ε͹Մ
ೳか΋しΕͳいという֮ײ΋得たΑうͰ͋るɽ
アサーティブͳ՝題੔理おΑͼϩールϓレイ
͕，「ଞऀଚॏ」した··「ࣗݾଚॏ」Ͱ͖る
͜との࣮ײに༩͑るޮՌ，͞らに͸ա৒దԠ܏
向の๷ࢭ΍௿ݮに༩͑るޮՌについて，࣮ޙࠓ
ূ的に検ূ͢る͜と͕๬·Εるɽ

ɹ༑ਓؔ܎ʹ͓͚Δʮඇର౳ੑʯʙɹʮԼ͔Βʯ
͋Δ͍͸ʮ্͔Βʯ
डߨ生のଟ͕͘՝題にબΜͩの͸，対༑ਓͰ
͋ったɽ΋ͪΖΜ，੨೥ظというظ࣌に͋る大
学生にとって，࠷΋ؒ࣌的・心理的にۙ͘，か
つॏཁͳؔ܎Ͱ͋るという理༝΋͋るͩΖうɽ
しかし，「఻͑に͘い理༝」΍՝題੔理΍ϩー
ルϓレイのײ૝から͸，「໎࿭か΋しΕͳい」
といった「ΘΕたいࢥΑ͘」「ΘΕた͘ͳいݏ」
を఻͑らΕͳかったٻΕからࣗ෼のෆຬ΍ཁڪ
Γ，அΕͳかったΓというࣗݾ抑੍ঢ়態に͋
Γ，ա৒దԠ܏向͕ݦஶにΈらΕたɽ༑ਓؔ܎
と͸本དྷ͸対等Ͱ，しか΋ۙしいؔ܎Ͱ͋る͸
ͣͰ͋Γ，࠷΋ίϛϡニέーシϣン͕とΓ΍͢
いと考͑らΕるؔ܎Ͱ͋るに΋ؔΘらͣ，࠷
΋「対等」にͳΕていͳい͜と͕վΊて໌らか
とͳったɽኍ࡚・ଇఆʢ2�16ʣにΑると，ա৒
దԠ܏向とదԠのྑ͞とのؔ࿈͸όイトઌのਓ
Ͱ܎らΕͳい͕，大学಺の༑ਓؔݟͰ͸܎ؔؒ
֬ೝ͞ΕておΓ，ࠓճのडߨ生において΋ಉ༷
に，ա৒దԠ܏向のӨڹ͸༑ਓؔ܎Ͱڧい͜と
͕うか͕͑たɽࢁ田ʢ2�1�ʣ͕ड़΂るΑうに，
ա৒దԠ͸ࣾձ的に͸「దԠ」ঢ়態に͋Γ，表
໘্͸๬·しいঢ়態に͋るたΊ，ෆదԠঢ়態Ͱ
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͋る಺的，心理的ଆ໘͸͑ݟに͘いɽしかし，
い，ͦΕߦճ，特に，ࣗ෼ࣗ਎の՝題੔理をࠓ
をৼΓฦΓ言語化͢る͜とͰ，本ਓに΋視֮化
͞Εる͜ととͳったɽա৒దԠ܏向のҙࣝ化と
いう点Ͱ，՝題੔理͸ҙ͕ٛ͋るとࢥΘΕるɽ
たͩし，͜͜ͰݟらΕたա৒దԠ܏向に͸，

けͰ͸ͳ͘，૬खͩܕ൰Լといったडಈݾࣗ
に対͢る「্から໨ઢ」といった「ͮؾかΕ
ていͳいܕܸ߈」΋ؚ·Εていたɽたと͑͹，
デモͰのϩールϓレイにݟらΕたΑうに，「ࣗ
෼͕Կとかして͋͛ͳ͘て͸ͳらͳい」「அる
と，とΜͰ΋ͳい͜とにͳるのͰ͸」というڪ
Ε͕͋Γ，཰直に఻͑らΕͳいɽͦΕを「ࣗ෼
͸͜ΕҎ্खग़ししͳい」とએ言͢る͜と͸，
૬खを信͡る͜と，ଚܟしたいというͪ࣋ؾを
表໌͢る͜とにͳるɽ͜のΑうͳ「して͋͛ͳ
いと」というҙࣝからのߦಈ͸，૬खの力΁の
信པײのܽ೗Ͱ͋るという点͸，ϩールϓレイ
のフィーυόοクのࡍに指ఠした͕，ͦの点の
本的ج͸ৼΓฦΓに͸ग़て͜ͳかったɽ͖ͮؾ
に͸，「˓˓して͋͛る」という͜と͕，対等
性にܽけたڥ界ઢのҾ͖ํͰ͋る，という͜と
を，՝題੔理΍ϩールϓレイͰ，ΑΓҰ૚ڧௐ
͢る͜と͕ඞཁͰ͋Ζうɽࣗ෼͕͢΂͖͜と，
΍るの͸͜͜·Ͱ，という，૬खの力を信͡た
্Ͱڥ界ઢをҾ͘という࢟੎とスキルを఻͑る
͜とͰ，࣮͸ࣗ෼͕遠ྀしているΑうに͑ݟて
૬खをԼにݟている͜とにͳる，という࿮૊Έ
をしっかΓとࣔ͢͜と͕ॏཁͰ͋るɽ·た，ό
ϥンスといって΋，ࣗݾଚॏとଞऀଚॏについ
ての「ਖ਼しい量」͕͋るという͜とͰ͸ͳ͘，
，いていͳいかをҙࣝしたΓ܏Ͳͪらかにં࣌
଍Γͳいํをগし૿΍してΈるというௐ੔をし
たΓしͳ͕ら，ࣗ෼の࢟੎΍఻͑ํをৼΓฦる
といった，͋͘·Ͱ΋「ϓϩηス」͋るい͸
ௐしてお͘ඞཁ͕͋ڧͰ͋る͜と͸「向性ࢤ」
るͩΖうɽ
·た，アサーティブネス͕，ଞऀଚॏを
൐ったࣗݾओுをΊ͟しておΓ，ͦの͜とのࣾ
ձ΍͞·͟·ͳঢ়گͰのॏཁ性，͋るい͸ࣗݾ
にとっての有用性について͸，理念として理解
͸͞Εたɽしかし，ࣗ෼͕問題Ͱ͋ると考͑て

いる͜とのフレーϛングといった෦෼Ͱ「対等
性」を習得したと·Ͱ考͑らΕるهड़͸特に，
༑ਓؔ܎Ͱ͸গͳかったɽ͋͘·Ͱ，「問題͕
͋るの͸૬ख」というスタンスから߱Γる͜と
͕Ͱ͖ているの͸ ,たと͑͹՝題੔理のৼΓฦ
ΓͰ͸，25໊த 1໊Ͱ͋ったʢTable 7 の 17ʣɽ
い͘つかݟらΕたయܕ的՝題಺容の 1つ͸，「त
た͘ͳい」「ϊーͤݟのレϙートを͜ΕҎ্ۀ
トをିした͘ͳい」ͳͲ༑ਓ΁の学্ۀのԉॿ
Ͱ͋るɽࣗ෼͕ਅ໘໨にऔΓ૊ΜͰいるのに，
ͦうͰͳい૬ख͕ͤڐͳい，というౖΓの࣋ؾ
るɽͦ͜Ͱ͸，問題͸͑ݟ͕ͪ 1��ˋ૬खͰ͋
るɽ͜Ε·Ͱஅって͜ͳかったࣗ෼の੹೚に言
ͦ，Ͳう͢るのか，ޙࠓらͳいɽࢸるに͸͢ٴ
͜Ͱのࣗݾ੹೚΋ࣔͤͳいɽ結Ռ，ෆຬ΍ౖΓ
を๊͑た··ԉॿ͕ଓ͘ɽ問題のフレーϛング
における「対等性」について，Սۭ事ྫを࢖い
ͳ͕らͰ΋特にڧௐしてお͘ඞཁ͕͋るͩΖ
うɽ

ɹ໨্ͷਓͱͷؔ܎ʹ͓͚Δʮର౳ੑʯ�ʙ�ʮ૬
ख΁ͷཧղʯ
੨೥ظの਌子ؔ܎について，小ߴʢ1���ʣ
͸，਌に൓ൃを͡ײ਌とڑ཭をஔ͘「཭൓的ͳ
਌子ؔ܎」から，਌をҰਓのਓؒとしてೝΊか
つ਌にଚँײ・ܟの念を๊͘「対等ͳؔ܎」΁
のൃୡม化を心理的཭ೕのաఔとして͛ڍてい
るɽ堀田ʢ2���ʣ͸，大学生の਌子ؔ܎を「௥
いつ͖かけたऀ」としての対等֮ײとҐஔͮ
け，大学生͕਌に対して，ͦΕ·Ͱの「Լ」か
ら「্」にཱとうと͢る͕たΊに，ࣗ෼͕ཁٻ
͢るݖརを͢࢖ߦる͜とにのΈҙ͕ࣝूதし，
૬ख΋ಉ࣌にݖརを有͢る͜とに͖ͮؾ，͞ら
にࣗ෼の੹೚をҾ͖डける͜と͕·ͩ·ͩͰ͖
ͳい܏向を指ఠしたɽ 

しかし，ࠓճのࢀՃऀのதに͸গ਺Ͱ͸
͋った͕，໨্のਓに対͢る՝題を੔理した౰
事ऀ΍，ϩールϓレイをҰॹにߦったऀ͕，ࣗ
෼のཁٻを఻͑るࡍに「૬ख΁の理解」΋ఴ͑
る͜と，͋るい͸೉しいͳ͕ら΋「૬खのཱ৔
にたつ」という視点にたつ͜とのॏཁ性に৮Ε
ていたɽたと͑͹「όοクύοクཱྀߦをしてܦ
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した͜と͕ඇৗにたΊにͳったからと，ੋඇݧ
΍Εと੍͢ڧるのを΍Ίて΄しい」と॑෕を૬
खにけΜかࠊͰ࢝Ίたϩールϓレイ͸，࠷ऴ的
に͸「ࣗ෼͸ࠓのと͜Ζؔ心͸ͳいɽͰ΋，ܦ
࿩͸໘നいし，·たฉかͤて΄しい」というݧ
ओࢫを఻͑るϩールϓレイとͳったɽ૬खのܦ
ܦを൱ఆ͢る͜とͳ͘，「॑෕にとっていいݧ
いग़Ͱ͋る」͜との理解を言ࢥͰ͋Γָしいݧ
語化し，૬खのՁ஋؍をଚॏしつつ，ࣗ෼との
ؔ心のҧいを཰直に఻͑らΕていたɽઌड़し
た，対等Ͱ͋る͸ͣの対༑ਓΑΓ΋，ΉしΖඇ
対等Ͱ͋る対໨্のํ͕，対等性΁のऔΓ૊Έ
͕ΑΓ容қͳのか΋しΕͳいɽ
堀田ʢ2���ʣ͸，「ʓʓをして΄しい」といっ
た՝題としてग़した問題の解決ͦの΋のを໨指
͢のͰ͸ͳ͘，·ͣ͸，Ώっ͘Γと問題解決を
Ί͟してい͘たΊに「ޙࠓ࿩し߹いの৔を࣋
つ」というཁٻにか͑てϩールϓレイをߦうΑ
う介ೖ͢る͜と͕·ͣඞཁͰ͋るとఏҊしてい
るɽࠓճ਌に対͢る՝題をબΜͩडߨ生のҰਓ
͸，ৼΓฦΓのதͰ，「਌͕対象の৔߹，ۤ৘
を言いग़͢のͰ͸ͳ͘，ద౰にަྲྀを૿΍͢͜
と͕大事ͩと͡ײた」としていたɽ
͜のΑうͳ視点を࣋てたࠓճのडऀߨと，堀
田ʢ2���ʣͰのडߨ生とのҧい͕ԿͰ͋ったの
か，डߨ生の৘ใ΍ͦΕͧΕの՝題੔理の৘ใ
͕ෆ଍しておΓ，ൺֱ͸ࠔ೉Ͱ͋るɽたͩ，ࠓ
ճのडऀߨについて言͑͹，ۮવか΋しΕͳい
͕，डߨ生のうͪஉ子学生͕ 6໊いた͕，ͦの
うͪ，՝題の૬खを大学の༑ਓにした΋の͸Ұ
ਓ΋おらͣ，うͪ 5໊͸όイトઌの໨্のਓ΍
਌Ͱ͋ったɽঁ子学生のଟ͕͘༑ਓを૬खとし
た՝題をબΜͰいた͜とと͸対র的とい͑るɽ
ঁ子学生Ͱ΋໨্の૬ख΍਌を՝題としてબΜ
ͰいΕ͹，ಉ͡܏向͕ݟらΕるのか，ΑΓҰൠ
的に͸，໨্の૬खに対して，՝題੔理΍ϩー
ルϓレイにおいて，૬खの事৘を理解したΓײ
ँの念をࣔ͢「૬ख΁の഑ྀ」΍，「ҧいのଚ
ॏ」といったཁૉ͕ࣔ͞Ε΍͢いのか，ͦうͰ
͋Ε͹ͳͥͳのか，ޙࠓの検討՝題Ͱ͋るɽ

ʹޙ࠷
本ߘ͸，大学生における「ա৒దԠ܏向」௿
ࡧにとってのアサーティブネスのՄೳ性を໛ݮ
͢る΋のͰ͋Γ，アサーティブネス特有の「対
等性」概念͕有ޮͰ͋る͜と͕ࣔࠦ͞Εたɽ
ճとΓ͋͛た「ա৒దԠ」という概念͕஫ࠓ
໨͞Εた౰ॳ͸，ૉ直Ͱैॱͳ，いΘΏる「Α
い子」の問題としてҐஔͮけらΕていたʢたと
͑͹，2��3，ࢁ܂ʣɽͦの৔߹，ࣾձ的・文化
的దԠと͸，大ਓのൣن΁のదԠͰ͋Γ，ࣗݾ
ҙࣝのߴ·る੨೥ظにೖΓͦΕ·Ͱ抑ѹ͞Εて
いた΋の͕問題化͢るという理解Ͱ͋ったɽͦ
のޙ，小学生のͳͲൺֱ的௿೥ྸ૚のదԠڀݚ
Ͱ͸ґવͦの࿮૊Έ͕த心͕ͩ，2��� ೥にೖ
Γ，ա৒దԠのとら͑ํ͸ม容したとい͑るɽ
దԠ͢΂͖͸໌ࣔ͞Εる大ਓのൣنͰ͸ͳ͘，
ಉ೥代のଞऀにΑる҉໧のൣنͰ͋るɽ҉໧の
ΊらΕているのٻとして，Կ͕Ͳ͜·Ͱൣن
か，దԠ͢΂͖ͦൣنの΋の΋ࣗ෼Ͱ໛ࡧしͳ
けΕ͹ͳらͣ，ͦのҙຯͰ，ΑΓҰ૚ࠔ೉ͳ՝
題とͳっているɽͦして，໌͕ൣنらかͰ͸ͳ
いݶΓ，ͦΕにҧ൓しͳいΑうに͢るに͸，Ͳ
うして΋，҆શࡦとして，Ұ૚ա౓ͳదԠとͳ
るɽ
͜ういった೉し͞をগしͰ΋ܰ͢ݮるたΊ
に͸，ࣗݾଚॏ͕ଞऀのܰ視につͳ͕らͳい͜
とを۩ମ的に理解し，ͦΕ͕࣮現ՄೳͰ͋ると
いうମ͕ݧඞཁͰ͋Γ，たと͑͹，ͦういった
「҉໧のൣن」を視֮化してΈるΑうͳワーク
ͳͲの։ൃ΋ޙࠓの՝題と言͑るɽ·た，ࠓճ
͸ 15ճのतۀのதͰの ATを࣮ࢪした͕，ଞ
のϓϩグϥϜͰのମݧ΍学ͼとͲのΑうにリン
クし，ޮՌを΋たらしたのかͳͲ，तۀશମの
ίϛϡニέーシϣ力向্の検ূ΋ޙࠓਐΊる͜
と͕ඞཁͰ͋Ζうɽ
本ڀݚͰ͸，डߨ生にΑるतޙۀのৼΓฦΓ
というࣗهݾड़データを΋とに，「対等性」理
解おΑͼ習得を検討したɽ΋ͪΖΜ，理解΍ؾ
͖͕ͮ͋ったとして΋，͢΂て͕ͦ͜にهड़͞
ΕているΘけͰ͸ͳいɽ͋るい͸，ٯに，「ア
サーティブネスのスキル͸໾ཱつ」とड़΂てい
て΋，೔ৗ生活Ͱ࣮ફͰ͖る·Ͱに͸ࢸってい
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ͳいέース͸গͳ͘͸ͳいͩΖうɽ本ڀݚにお
いて，هड़データからडߨ生のม化΍܏向につ
いて，い͘つかॏཁͳࣔࠦ͸得らΕた͕，ޙࠓ
のトレーニングにΑるޮՌの検ূに͸，Table 

2 Ͱྻ͞ڍΕているΑうͳ「対等性」の֤ཁૉ
の理解΍習得のఔ౓について，ΑΓ؍٬的ͳ指
ඪの։ൃ͕๬·Εるɽ·た，アサーティブネス
を学Ϳ前のݸʑਓの܏向について΋೺Ѳしたう
͑Ͱ，トレーニングޙのม化を௥う͜と΋ඞཁ
Ͱ͋Ζうɽ

Ҿ༻文ݙ
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